
Wakayama University Center for Japanology Studies
和
わ

歌
か

山
や ま

大
だ い

学
が く

日
に

本
ほ ん

学
が く

教
きょう

育
い く

研
け ん

究
きゅう

センター

2022

マイの
和
わ

歌
か

山
や ま

大
だ い

学
が く

留
り ゅ う

学
が く

2022

PDF版ISBN：978-4-9912944-1-9



2 マイの和歌山大学留学 2022 ｜ May Studying abroad at Wakayama University 2022

キャンパスマップ&アクセス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の紹
しょうかい

介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

第
だい

1課
か

  和
わ

歌
か

山
やま

と和
わ

歌
か

山
やま

大
だいがく

学  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

第
だい

2課
か

  和
わ

歌
か

山
やま

での生
せいかつ

活を始
はじ

める ・・・・・・・・・・・・・・・・・12

第
だい

3課
か

  国
こくさいこうりゅう

際交流課
か

で・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

第
だい

4課
か

  研
けんきゅうしつ

究室にて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

第
だい

5課
か

  歓
かんげいかい

迎会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

第
だい

6課
か

  教
きょうしつ

室で・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28

第
だい

7課
か

  お昼
ひる

ご飯
はん

を食
た

べる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34

第
だい

8課
か

  図
と

書
しょかん

館で・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40

第
だい

9課
か

  病
びょう

気
き

になった時
とき

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

第
だい

10課
か

  お別
わか

れ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48

目
も く

 次
じ

第
だい

1部
ぶ

 日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

す



3和歌山大学日本学教育研究センター｜ Center for Japanology Studies, Wakayama University

マイの和
わ

歌
か

山
や ま

大
だ い

学
が く

留
りゅう

学
が く

2022

ようこそ和
わ

歌
か

山
やま

へ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54

1  世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

 紀
き い

伊山
さん

地
ち

の霊
れいじょう

場と参
さんけいどう

詣道 ・・・・・・・・・・・・56

2  古
こ

典
てん

文
ぶんがく

学・古
こ

典
てん

芸
げいのう

能 ー和
わ か の う ら

歌浦と道
どうじょう

成寺
じ

ー・・・・・・・58

3  最
さい

後
ご

の 共
きょう

和
わ

国
こく

 ー根
ね

来
ごろ

衆
しゅう

と雑
さい

賀
か

衆
しゅう

ー・・・・・・・・・・60

4  将
しょうぐん

軍が育
そだ

った和
わ

歌
か

山
やま

城
じょう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62

5  和
わ

歌
か

山
やま

の芸
げいじゅつ

術家
か

たち・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・64

6  和
わ

歌
か

山
やま

の著
ちょめいじん

名人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・66

7  和
わ

歌
か

山
やま

市
し

のお祭
まつ

り・行
ぎょう

事
じ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・68

8  和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

のお祭
まつ

り・行
ぎょう

事
じ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70

    1〜8の注
ちゅう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・72

9  和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

観
かんこう

光マップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・76

10  温
おんせん

泉へ行
い

こう！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・78

11  和
わ

歌
か

山
やま

の有
ゆうめい

名なものTOP10・・・・・・・・・・・・・・・・・・80

第
だい

2部
ぶ

 和
わ

歌
か

山
やま

を学
まな

ぶ、和
わ

歌
か

山
やま

で遊
あそ

ぶ



4 マイの和歌山大学留学 2022 ｜ May Studying abroad at Wakayama University 2022

W1

W2

W3
W4

W5

W6

S1

S2

S3

S4

S5 S6

S7

S8

S9

E8

E7

E6

E5

E4

E3

E2

E1

E9

E10

E11

E12

E13

E14N7

N8

N6

N5

N4

N3

N2

N1

東１号館 Bldg. East 1
教養教育スペース Liberal Arts Education Lecture Space　
国際連携部門 International Relations Division
キャリアセンター Career Center

教育学部 Faculty of Education

教職大学院 Professional Graduate School of Education

教育学部　Faculty of Education

教育学部 Faculty of Education
教育・地域支援部門 Regional Education Support Division
食農総合研究教育センター Center for Food & Agriculture Research and Education
災害科学・レジリエンス共創センター Center for Disaster Science and Resilience Collaborative Development
生涯学習・リカレント教育推進室 Community Learning and Development Office

東２号館 Bldg. East 2

E1

E2

東3号館 Bldg. East 3E3

東4号館 Bldg. East 4E4

東5号館 Bldg. East 5E5

体育館・武道場 Gymnasium / Martial Arts HallE6

テニスコート Tennis CourtsE7

課外活動施設Ⅰ Extracurricular Activity Facilities IE8

課外活動施設Ⅲ 
Extracurricular Activity Facilities III

E9

弓道場 Archery RangeE10

球技コート Ball Game CourtsE11

小運動場 Small Playing GroundE12

課外活動施設Ⅵ 
Extracurricular Activity Facilities VI

E13

トレーニングルーム Training RoomE14

南１号館 Bldg. South 1
大学本部事務局 Administration Office
アドミッションオフィス Admissions Office
保健センター Health Support Center
障がい学生支援部門 Student Accessibility Support Room

大学会館 University Hall

S1

S2

栄谷会館 Sakaedani HallS3

陸上競技場 Athletic FieldS4

課外活動施設Ⅱ Extracurricular Activity Facilities IIS5

課外活動施設Ⅴ Extracurricular Activity Facilities VS6

プール Swimming PoolS7

学生寮 男子 Male DormitoryS8

学生寮 女子 Female DormitoryS9

西１号館 Bldg. West 1
経済学部 Faculty of Economics
国際観光学研究センター Center for Tourism Research

西2号館 Bldg. West 2
経済学部 Faculty of Economics

西3号館 Bldg. West 3
経済学部 Faculty of Economics

西4号館 Bldg. West 4

ふれあい会館 University Hall II

観光学部 Faculty of Tourism

西5号館 Bldg. West 5
学生センター Student Center
学術情報センター Academic Information Center
データ・インテリジェンス教育研究部門 
Data Intelligence Education and Research Division
図書館 University Library
紀州経済史文化史研究所 
Institute of Kishu Economic and Cultural History
教養の森 Center for Human Enrichment

W1

W2

W3

W4

W5

W6

北１号館 Bldg. North 1
システム工学部 Faculty of Systems Engineering

北2号館 Bldg. North 2
総合研究スペース 
Integrated Research Space
クリエ Center for Collaborative Learning and Teaching

北3号館 Bldg. North 3
システム工学部　Faculty of Systems Engineering

N1

N2

N3

北4号館 Bldg. North 4
産学連携イノベーションセンター 
Center for Innovative and Joint Research
研究プロジェクト推進オフィス 
Research Project Advancement Office

N4

多目的グラウンド 
Multipurpose Ground

N5

課外活動施設Ⅳ 
Extracurricular Activity Facilities IV

N6

実験農場 Laboratory FarmN7

多目的広場 Multipurpose SquareN8

県立近代美術館
県立博物館

紀ノ川

レストラン・喫茶
売店
書籍・雑誌
救護所（保健センター）

キャッシュサービス
多目的トイレ
AED（自動体外除細動器）
Wi-Fiスポット

キャンパスマップ&アクセス



5

W1

W2

W3
W4

W5

W6

S1

S2

S3

S4

S5 S6

S7

S8

S9

E8

E7

E6

E5

E4

E3

E2

E1

E9

E10

E11

E12

E13

E14N7

N8

N6

N5

N4

N3

N2

N1

東１号館 Bldg. East 1
教養教育スペース Liberal Arts Education Lecture Space　
国際連携部門 International Relations Division
キャリアセンター Career Center

教育学部 Faculty of Education

教職大学院 Professional Graduate School of Education

教育学部　Faculty of Education

教育学部 Faculty of Education
教育・地域支援部門 Regional Education Support Division
食農総合研究教育センター Center for Food & Agriculture Research and Education
災害科学・レジリエンス共創センター Center for Disaster Science and Resilience Collaborative Development
生涯学習・リカレント教育推進室 Community Learning and Development Office

東２号館 Bldg. East 2

E1

E2

東3号館 Bldg. East 3E3

東4号館 Bldg. East 4E4

東5号館 Bldg. East 5E5

体育館・武道場 Gymnasium / Martial Arts HallE6

テニスコート Tennis CourtsE7

課外活動施設Ⅰ Extracurricular Activity Facilities IE8

課外活動施設Ⅲ 
Extracurricular Activity Facilities III

E9

弓道場 Archery RangeE10

球技コート Ball Game CourtsE11

小運動場 Small Playing GroundE12

課外活動施設Ⅵ 
Extracurricular Activity Facilities VI

E13

トレーニングルーム Training RoomE14

南１号館 Bldg. South 1
大学本部事務局 Administration Office
アドミッションオフィス Admissions Office
保健センター Health Support Center
障がい学生支援部門 Student Accessibility Support Room

大学会館 University Hall

S1

S2

栄谷会館 Sakaedani HallS3

陸上競技場 Athletic FieldS4

課外活動施設Ⅱ Extracurricular Activity Facilities IIS5

課外活動施設Ⅴ Extracurricular Activity Facilities VS6

プール Swimming PoolS7

学生寮 男子 Male DormitoryS8

学生寮 女子 Female DormitoryS9

西１号館 Bldg. West 1
経済学部 Faculty of Economics
国際観光学研究センター Center for Tourism Research

西2号館 Bldg. West 2
経済学部 Faculty of Economics

西3号館 Bldg. West 3
経済学部 Faculty of Economics

西4号館 Bldg. West 4

ふれあい会館 University Hall II

観光学部 Faculty of Tourism

西5号館 Bldg. West 5
学生センター Student Center
学術情報センター Academic Information Center
データ・インテリジェンス教育研究部門 
Data Intelligence Education and Research Division
図書館 University Library
紀州経済史文化史研究所 
Institute of Kishu Economic and Cultural History
教養の森 Center for Human Enrichment

W1

W2

W3

W4

W5

W6

北１号館 Bldg. North 1
システム工学部 Faculty of Systems Engineering

北2号館 Bldg. North 2
総合研究スペース 
Integrated Research Space
クリエ Center for Collaborative Learning and Teaching

北3号館 Bldg. North 3
システム工学部　Faculty of Systems Engineering

N1

N2

N3

北4号館 Bldg. North 4
産学連携イノベーションセンター 
Center for Innovative and Joint Research
研究プロジェクト推進オフィス 
Research Project Advancement Office

N4

多目的グラウンド 
Multipurpose Ground

N5

課外活動施設Ⅳ 
Extracurricular Activity Facilities IV

N6

実験農場 Laboratory FarmN7

多目的広場 Multipurpose SquareN8

県立近代美術館
県立博物館

紀ノ川

レストラン・喫茶
売店
書籍・雑誌
救護所（保健センター）

キャッシュサービス
多目的トイレ
AED（自動体外除細動器）
Wi-Fiスポット



6 マイの和歌山大学留学 2022 ｜ May Studying abroad at Wakayama University 2022

ベトナムの大
だいがく

学から交
こうかんりゅうがく

換留学

で和
わ

歌
わ

山
やまだいがく

大学にきたばかりの
グエン・ターン・マイ。

登
と う

場
じょう

人
じ ん

物
ぶ つ

の紹
し ょ う か い

介

マイ

アラハム ジャン

キム ケイティー

美
み

香
か

王
わん

優
ゆう

斗
と

雑
さい

賀
か

先
せん

生
せい

熊
くま

野
の

先
せん

生
せい

高
たか

松
まつ

さん 若
わか

山
やま

さん



第
だい

1部
ぶ

日
に

本
ほ ん

語
ご

で 話
は な

す



8 マイの和歌山大学留学 2022 ｜ May Studying abroad at Wakayama University 2022

高
たか

　松
まつ

：マイさん、ようこそ和
わ か や ま

歌山へ。飛
ひ こ う き

行機は、どうだった？

マ　イ：ありがとうございます。飛
ひ こ う き

行機は、時
じ か ん ど お

間通りに到
とうちゃく

着しましたよ。途
と ち ゅ う

中、乱
ら ん き り ゅ う

気流で、

少
す こ

し揺
ゆ

れて・・・

高
たか

　松
まつ

：疲
つ か

れたでしょう。食
し ょ く じ

事は？機
き な い し ょ く

内食は、食
た

べられた？

マ　イ：ええ、日
に ほ ん

本の航
こ う く う が い し ゃ

空会社だったので、和
わ し ょ く

食が少
す こ

し入
は い

っていました。そして、関
か ん さ い く う こ う

西空港で、

これも買
か

いました。「紀
き し ゅ う

州の梅
う め

」って書
か

いてあったので・・・「紀
き し ゅ う

州」は、和
わ か や ま

歌山のこ

とですよね。

高
たか

　松
まつ

：ええ。そうですよ。関
か ん さ い く う こ う

西空港からは、空
く う こ う

港バスで来
き

たの？

マ　イ：ええ、思
お も

っていたより早
は や

くつきました。40分
ぷ ん

か50分
ぷ ん

ぐらいです。

高
たか

　松
まつ

：そうですか。和
わ か や ま し

歌山市は、近
き ん き ち ほ う

畿地方の中
な か

で、関
か ん さ い く う こ う

西空港に一
い ち ば ん ち か

番近い県
け ん

庁
ちょう

所
し ょ

在
ざ い

地
ち

なんで

すよ。今
い ま

の時
じ き

期は、桜
さくら

が咲
さ

いていて、きれいだったでしょ。

マ　イ：本
ほ ん と う

当に、きれいでした。バスから桜
さくら

の写
し ゃ し ん

真をたくさん撮
と

りました。

高
たか

　松
まつ

：ところで　マイさん、半
は ん そ で

袖で寒
さ む

くない？羽
は お

織るもの何
な に

か持
も

ってる？

マ　イ：いいえ、和
わ か や ま し

歌山市は温
お ん だ ん

暖だと聞
き

いていたので。

高
たか

　松
まつ

：確
た し

かに、近
き ん き ち ほ う

畿地方の中
な か

では南
みなみ

の方
ほ う

で、暖
あたた

かいんだけど、でも、この時
じ き

期は、日
にっちゅう

中も

15℃
ど

から20℃
ど

ぐらいかな。何
な に

か羽
は お

織るものがあったほうがいいかもしれないね。

第
だい

1 課
か

和
わ

歌
か

山
や ま

と和
わ

歌
か

山
や ま

大
だ い

学
が く

会
かい

話
わ

❶ 日
に

本
ほん

の中
なか

の和
わ

歌
か

山
やま
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マ　イ：すみません、おうかがいしたいことがあるんですが。

高
たか

　松
まつ

：ええ、どんなことですか。

マ　イ：入
にゅうがくしき

学式の場
ば し ょ

所はどこですか。

高
たか

　松
まつ

：入
にゅうがくしき

学式の場
ば し ょ

所は、大
だ い が く

学じゃないんです。入
にゅうがくしき

学式の詳
く わ

しい説
せ つ め い

明は、メールで連
れ ん ら く

絡します。

マ　イ：はい、ありがとうございます。それと、プレイスメントテストは、どこでありますか。

高
たか

　松
まつ

：えーと、学
がくじゅつじょうほう

術情報センターですね。学
がくじゅつじょうほう

術情報センターは、図
と し ょ か ん

書館の近
ち か

くなんです。

このキャンパスマップを見
み

てください。今
い ま

、私
わたし

たちがいる国
こ く さ い こ う り ゅ う か

際交流課は、この、

東
ひがし

1号
ご う か ん

館ですね。東
ひがし

1号
ご う か ん

館を出
で

て、右
み ぎ

の方
ほ う

へ行
い

くと、西
に し

5号
ご う か ん

館があります。ここに、

図
と し ょ か ん

書館や学
がくじゅつじょうほう

術情報センターがあるんです。

マ　イ：ありがとうございます。大
だ い が く

学の中
な か

は、駐
ちゅうしゃじょう

車場が多
お お

いんですね。

高
たか

　松
まつ

：ええ、先
せ ん せ い

生だけじゃなく、学
が く せ い

生も3回
か い せ い

生になると、車
くるま

で通
つ う が く

学することができるんですよ。

マ　イ：そうなんですか。私
わたし

は、免
め ん き ょ

許がないから、自
じ て ん し ゃ

転車で通
つ う が く

学しようと思
お も

うんですが、

自
じ て ん し ゃ

転車はどこにとめるんですか？

高
たか

　松
まつ

：自
じ て ん し ゃ

転車は、正
せ い

門
も ん

か北
き た

門
も ん

の駐
ちゅう

輪
り ん

場
じょう

にとめてください。学
が っ こ う

校の中
な か

は、自
じ て ん し ゃ

転車に乗
の

れない

んです。

マ　イ：はい、わかりました。色
い ろ い ろ

々とありがとうございました。これから、どうぞよろしく

お願
ね が

いいたします。

会
か い わ

話❷ 和
わ か

歌山
やま

市
し

・和
わ か

歌山
やま

大
だい

学
がく
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第
だい

1 課
か

和
わ か

歌山
やま

と和
わ か

歌山
やま

大
だいがく

学

和
わ か や ま し

歌山市は、和
わ か や ま じ ょ う

歌山城を中
ちゅうしん

心に栄
さ か

えた城
じ ょ う か ま ち

下町です。この和
わ か や ま じ ょ う

歌山城の周
しゅうへん

辺が、現
げ ん ざ い

在の和
わ か や ま し

歌山市

中
ち ゅ う し ん ぶ

心部で、和
わ か や ま

歌山市
し や く し ょ

役所をはじめとする行
ぎ ょ う せ い き か ん

政機関が集
あ つ

まっています。市
し や く し ょ

役所の前
ま え

を、東
と う ざ い

西に

広
ひ ろ

い道
ど う ろ

路が通
と お

って、JR和
わ か や ま え き

歌山駅までの約
や く

2キロを結
む す

びます。

和
わ か や ま し

歌山市は、緑
みどり

が豊
ゆ た

かです。和
わ か や ま し

歌山市の木
き

は、くすのき、和
わ か や ま し

歌山市の花
は な

は、つつじで、

和
わ か や ま じ ょ う

歌山城には、県
け ん

の天
て ん ね ん き ね ん ぶ つ

然記念物に指
し て い

定されたくすのきがあり、また、5月
が つ

になると、和
わ か や ま じ ょ う

歌山城

だけなく、町
ま ち

のあちこちに植
う

えられたつつじが、美
うつく

しく咲
さ

き誇
ほ こ

ります。

和
わ か や ま し

歌山市の西
に し が わ

側は海
う み

に面
め ん

しています。特
と く

に、夏
な つ

は、海
か い す い よ く

水浴やサーフィンをしに和
わ か や ま

歌山県
け ん が い

外

からも多
お お

くの人
ひ と

が訪
おとず

れます。

標
ひょうじゅんじ

準時子
し ご

午線
せ ん

は、国
く に

や地
ち い き

域の時
じ こ く

刻を決
き

める基
き じ ゅ ん

準になる子
し ご せ ん

午線です。日
に ほ ん

本は、東
と う け い

経135度
ど

の

子
し ご せ ん

午線が、標
ひょうじゅんじ

準時子
し ご せ ん

午線です。日
に ほ ん

本で標
ひょうじゅんじ

準時子
し ご せ ん

午線と聞
き

くと、多
お お

くの人
ひ と

が兵
ひ ょ う ご け ん

庫県明
あ か し し

石市を思
お も

い浮
う

かべるのですが、実
じ つ

は、和
わ か や ま し

歌山市の友
と も

ヶ島
し ま

は、標
ひょうじゅんじ

準時子
し ご せ ん

午線が通
と お

る日
に ほ ん

本最
さ い な ん た ん

南端の地
ち

です。

読
よ

み物
もの

❶ 和
わ か

歌山
やま

市
し

の地
ち り

理と自
し ぜ ん

然

和歌山城 つつじの花

磯ノ浦 友ヶ島の子午線塔



11和歌山大学日本学教育研究センター｜ Center for Japanology Studies, Wakayama University

読
よ

み物
もの

❷ 和
わ か

歌山
やま

大
だいがく

学について

和
わ か や ま だ い が く

歌山大学は、和
わ か や ま け ん

歌山県にある唯
ゆ い い つ

一の国
こ く り つ だ い が く

立大学です。和
わ か や ま だ い が く

歌山大学は、1875年
ね ん

以
い ら い

来の長
な が

い

歴
れ き し

史を持
も

った和
わ か や ま し は ん が っ こ う

歌山師範学校と、1922年
ね ん

に創
そ う り つ

立された和
わ か や ま こ う と う し ょ う ぎ ょ う が っ こ う

歌山高等商業学校をルーツとする

和
わ か や ま け い ざ い せ ん も ん が っ こ う

歌山経済専門学校をあわせて、1949年
ね ん

に、学
が く げ い が く ぶ

芸学部（現
げ ん ざ い

在の教
き ょ う い く が く ぶ

育学部）と経
け い ざ い が く ぶ

済学部の2

学
が く ぶ

部からなる新
し ん せ い

制大
だ い が く

学としてスタートしました。現
げ ん ざ い

在は、システム工
こ う が く ぶ

学部、観
か ん こ う が く ぶ

光学部を加
く わ

え

た4学
が く ぶ

部からなる国
こ く り つ だ い が く

立大学として発
は っ て ん

展を遂
と

げています。

それぞれの学
が く ぶ

部は大
だ い が く い ん

学院をもち、また、附
ふ ぞ く と し ょ か ん

属図書館、附
ふ ぞ く が っ こ う

属学校、さらに紀
き い

伊半
は ん と う

島価
か ち

値共
きょうそう

創

機
き

関
か ん

、クロスカル教
きょういく

育機
き

構
こ う

、国
こ く さ い

際イニシアティブ基
き

幹
か ん

など多
お お

くの附
ふ ぞ く き か ん

属機関があります。

2022年
ね ん

4月
が つ

現
げ ん ざ い

在、学
が く ぶ せ い

部生、大
だ い が く い ん せ い

学院生、研
けんきゅうせい

究生などをあわせて、約
や く

3,967人
に ん

の学
が く せ い

生が学
ま な

んでい

ます。留
りゅうがくせい

学生は、141人
に ん

在
ざ い せ き

籍しています。

教育学部 経済学部

観光学部システム工学部
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ジャン：すみません、就
しゅうしょく

職のエントリーシートを書
か

くのでちょっとここ、貸
か

してください。あっ、

新
し ん

入
にゅう

生
せ い

ですか？

マ　イ：はい、マイです。ベトナムから来
き

ました。よろしくお願
ね が

いします。

ジャン：ジャンです。観
か ん こ う が く ぶ

光学部の3回
か い せ い

生、よろしく。

マ　イ：ジャンさんは、もう、2年
ね ん

和
わ か や ま

歌山にいるんですね。和
わ か や ま し

歌山市は、どんな所
ところ

ですか。

ジャン：うーん、静
し ず

かでのんびりした所
ところ

で、海
う み

と山
や ま

があって、自
し ぜ ん

然に囲
か こ

まれているって感
か ん

じ

かな。四
し き

季があるけど、冬
ふ ゆ

はそんなに寒
さ む

くないかな。あっ、そうだ、1月
が つ

か2月
が つ

に、

何
な ん に ち

日か雪
ゆ き

が降
ふ

るよ。去
き ょ ね ん

年、ベトナムのクラスメートが、雪
ゆ き

を見
み

たことがないって言
い

って、

たくさん写
し ゃ し ん

真を撮
と

ってた。

マ　イ：雪
ゆ き

ですか。楽
た の

しみです。私
わたし

もまだ雪
ゆ き

を見
み

たことがないから。

ジャン：でも、ちょっと残
ざ ん ね ん

念なのは、夜
よ る

、お店
み せ

やレストランの閉
し

まる時
じ か ん

間が、早
は や

いところ。ぼくは、

もう慣
な

れたけど、最
さ い し ょ

初はびっくりした。

マ　イ：なるほど、まさに「住
す

めば都
みやこ

」ですね。あっ、そろそろ、寮
りょうちょう

長さんに寮
りょう

の部
へ や

屋の鍵
か ぎ

をもらう時
じ か ん

間だ。ジャンさん、色
い ろ い ろ

々教
お し

えてくれてありがとうございました。

第
だい

2 課
か

和
わ か

歌山
や ま

での生
せ い か つ

活を始
は じ

める

会
かい

話
わ

❶ 住
す

み心
ご こ ち

地
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ケイティ：マイさん、初
は じ

めまして。寮
りょうちょう

長のケイ

ティです。

マ　　イ：初
は じ

めまして。どうぞよろしくお願
ね が

い

します。

ケイティ：はい、これがマイさんの部
へ や

屋の鍵
か ぎ

で

すよ。わからないことがあったら、

いつでも聞
き

いてね。

マ　　イ：ありがとうございます。あっ、じゃあ、早
さ っ そ く

速ですが・・・

ケイティ：うん、何
な に

？

マ　　イ：食
た

べ物
も の

とか、バスルームで使
つ か

う物
も の

とかを買
か

いたいんですが、どこで買
か

ったらい

いですか。

ケイティ：そうねぇ・・・和
わ か や ま

歌山大
だ い が く ま え え き

学前駅は、わかるよね。そこに大
お お

きいスーパーがあるから、

そこへ行
い

ったら、食
た

べ物
も の

も生
せ い か つ

活に必
ひ つ よ う

要な物
も の

も、ほとんど買
か

えるよ。それから、コ

ンビニも近
ち か

くにあるから、食
た

べ物
も の

や飲
の

み物
も の

などは、そこでも買
か

えるかな。

マ　　イ：はい、わかりました。

ケイティ：布
ふ と ん

団やシーツはあるの？

マ　　イ：ええ、それは、もう買
か

ってあるんです。あと、何
な に

か羽
は お

織るものも買
か

いたいんです。

ケイティ：明
あ し た

日でもよければ、モールとディスカウントストアへ買
か

い物
も の

に行
い

くんだけど、一
い っ し ょ

緒

に行
い

かない？　靴
く つ

と友
と も

だちの誕
た ん じ ょ う び

生日のプレゼントを買
か

おうと思
お も

っていて。

マ　　イ：ありがとうございます。お願
ね が

いします。他
ほ か

にも、色
い ろ い ろ

々、えーと、食
し ょ っ き

器、包
ほうちょう

丁、ま

な板
い た

などキッチンで使
つ か

う物
も の

も買
か

いたいと思
お も

っているんです。

ケイティ：うん、わかった。じゃ、明
あ し た

日、一
い っ し ょ

緒に行
い

こう。いい物
も の

が、安
や す

く見
み

つかるといいね。

マ　　イ：よろしくお願
ね が

いします。

会
かい

話
わ

❷ 買
か

い物
もの
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第
だい

2 課
か

和
わ か

歌山
やま

での生
せいかつ

活

学
がくせいりょう

生寮では、部
へ や

屋に入
は い

ったらすぐにガス、水
す い ど う

道、電
で ん き

気が使
つ か

える状
じょうたい

態になっています。でも

退
た い き ょ

去するときは、自
じ ぶ ん

分で手
て つ づ

続きを済
す

ませる必
ひ つ よ う

要があります。

自
じ ぶ ん

分でアパートを借
か

りる場
ば あ い

合は、すべての手
て つ づ

続きを自
じ ぶ ん

分でします。和
わ か や ま し

歌山市に住
す

む場
ば あ い

合、

水
す い ど う

道は、和
わ か や ま し

歌山市水
す い ど う り ょ う き ん

道料金センターに電
で ん わ

話をして、使
し よ う か い し

用開始の手
て つ づ

続きをします。電
で ん き

気は、

和
わ か や ま し な い

歌山市内なら関
かんさいでんりょく

西電力に連
れ ん ら く

絡します。インターネットでも手
て つ づ

続きができます。ガスは、都
と し

市

ガスとプロパンガスがあるので、不
ふ ど う さ ん や

動産屋で、アパートの契
け い や く

約をするときに確
か く に ん

認して、手
て つ づ

続

きをします。Wi-Fiは、アパートによって使
つ か

えるところと使
つ か

えないところがあります。使
つ か

えな

い場
ば あ い

合は、自
じ ぶ ん

分で契
け い や く

約をする必
ひ つ よ う

要があります。

読
よ

み物
もの

❶ 住
じゅうかんきょう

環 境を整
ととの

える

撮影場所：グリーンプラネットハウス
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読
よ

み物
もの

❷ 和
わ

大
だい

生
せい

がよく買
か

い物
もの

に行
い

く場
ば し ょ

所

和
わ か や ま

歌山大
だ い が く ま え え き

学前駅には、イオンモール和
わ か や ま

歌山というショッピングモールがあります。AEONは、

皆
み な

さんの国
く に

にも出
しゅってん

店しているかもしれません。服
ふ く

、かばん、靴
く つ

、家
か ぐ

具、薬
くすり

などの店
み せ

やスーパー

マーケットがあるので、生
せ い か つ

活に必
ひ つ よ う

要な物
も の

はほとんどここで、買
か

うことができます。それ以
い が い

外にも、

映
え い が か ん

画館、ヨガスタジオ、書
し ょ て ん

店、家
か で ん り ょ う は ん て ん

電量販店、100円
え ん

ショップ、レストランやフードコート、ク

リーニング屋
や

、そして、輸
ゆにゅうしょくひん

入食品を取
と

り扱
あつか

っているお店
み せ

も入
は い

っています。和
わ か や ま だ い が く

歌山大学から少
す こ

し離
は な

れたところに、ディスカウントストアのMEGAドン・キホーテ和
わ か

歌山
や ま

次
じ

郎
ろ う

丸
ま る

店
て ん

があります。

ここも、和
わ か や ま だ い が く

歌山大学の学
が く せ い

生がよく買
か

い物
も の

に行
い

く所
ところ

です。

和
わ か や ま だ い が く

歌 山 大 学 の 中
な か

に、生
せいきょう

協（和
わ

歌
か

山
や ま だ い が く

大 学 消
しょう

費
ひ

生
せ い か つ

活 協
きょうどう

同 組
く み あ い

合）が あ り ま す。教
き ょ う か し ょ

科 書、

文
ぶ ん ぼ う ぐ よ う ひ ん

房具用品、就
しゅうしょくかつどう

職活動のための履
り れ き し ょ

歴書、食
た

べ物
も の

や飲
の

み物
も の

などが売
う

られています。また、キャ

ンパス内のコピー機
き

で使
つ か

うコピーカードもここで売
う

っています。

和
わ か や ま だ い が く

歌山大学の付
ふ き ん

近には、ほかにも、コンビニ、スーパーマーケット、ドラッグストア、ホ

ームセンターなどが、比
ひ か く て き

較的たくさんあり、日
にちじょうせいかつ

常生活に必
ひ つ よ う

要な買
か

い物
も の

をするには便
べ ん り

利な所
ところ

です。

MEGA ドン・キホーテ和歌山次郎丸店

イオンモール和歌山

生協
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マ　イ：こんにちは。

高
たか

　松
まつ

：あ、マイさん、こんにちは。日
に ほ ん

本の生
せ い か つ

活はどうですか。時
じ さ

差ボケしていませんか。

マ　イ：はい、大
だ い じ ょ う ぶ

丈夫です。

高
たか

　松
まつ

：安
あ ん し ん

心しました。国
こ く さ い こ う り ゅ う か

際交流課は、朝
あ さ

9時
じ

から午
ご ご

後５時
じ

まで開
あ

いています。ビザのことや、

チューターのことなど、わからないことがあったら、ここに来
き

てください。大
だ い じ

事な

お知
し

らせは、メールを流
な が

して連
れ ん ら く

絡しますので、メールを必
かなら

ずチェックしてください。

　王
わん

　：すみません。システム工
こ う が く ぶ

学部に入
にゅうがく

学した王
わ ん

です。僕
ぼ く

も留
りゅうがくせい

学生なんですが。

高
たか

　松
まつ

：王
わ ん

さんは、交
こ う か ん り ゅ う が く

換留学生ではないので、システム工
こ う が く ぶ

学部の学
が く ぶ が か り

部係からもメールが来
き

ますよ。

気
き

を付
つ

けてチェックしてください。学
が く ぶ せ い

部生は、奨
しょうがくきん

学金に応
お う ぼ

募できますから、メール

は必
かなら

ずチェックしてくださいね。他
ほ か

にも、わからないことがあれば、こちらに来
き

て

ください。

　王
わん

　：わかりました。ありがとうございます。

マ　イ：高
た か ま つ

松さん、ありがとうございました。わからないことがまた出
で

てくると思
お も

いますので、

これから1年
ね ん か ん

間よろしくお願
ね が

いします。

第
だい

3 課
か

国
こ く さ い

際交
こう

流
りゅう

課
か

で

会
か い わ

話❶ 留
りゅうがく

学支
し

援
えん

に関
かん

する手
て

続
つづ

き
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アラハム：高
た か ま つ

松さん、おはようございます。

高
たか

　　松
まつ

：あら、アラハムさん、おはようございます。早
は や

いですね。どうしたのですか。

アラハム：お祈
い の

りの部
へ や

屋があるというメールがきました。部
へ や

屋を使
つ か

いたいのですが。

高
たか

　　松
まつ

：お祈
い の

りの部
へ や

屋は、システム工
こ う が く ぶ

学部の1階
か い

にあります。部
へ や

屋を使
つ か

う時
つ か

は、カードキー　

が必
ひ つ よ う

要です。これがカードキーです。

アラハム：このカードキーは、毎
ま い か い

回、借
か

りに来
く

るのですか。

高
たか

　　松
まつ

：いいえ、一
ひ と り

人につき1枚
ま い

渡
わ た

します。1年
ね ん

ごとに更
こ う し ん

新しなければなりません。アラハム

さんは、政
せ い ふ は け ん

府派遣の留
りゅうがくせい

学生ですから、毎
ま い と し こ う し ん

年更新して、帰
き こ く

国するときに返
か え

してくだ

さい。なくさないでくださいね。

アラハム：はい、わかりました。ありがとうございます。

会
か い わ

話❷ お祈
いの

りの部
へ や

屋を借
か

りる
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第
だい

3 課
か

国
こくさいこうりゅう

際交流課
か

で

国
こ く さ い こ う り ゅ う か

際交流課は、東
ひがし

1号
ご う か ん

館の１階
か い

にあります。住
じゅうきょ

居のこと、奨
しょうがくきん

学金のこと、各
か く

種
し ゅ

証
しょうめいしょ

明書のこと、

病
びょう

気
き

やけがをしたときどうしたらいいかなどについて聞
き

くことができます。

　

■保
ほ け ん

険

留
りゅうがくせい

学生が入
は い

らなければならない保
ほ け ん

険があります。国
こ く み ん け ん こ う ほ け ん

民健康保険、学
が っ け ん さ い ふ た い ば い し ょ う せ き に ん ほ け ん

研災付帯賠償責任保険、

インバウンド保
ほ け ん

険です。保
ほ け ん

険は大
たいへんじゅうよう

変重要ですので、国
こ く さ い こ う り ゅ う か

際交流課に問
と

い合
あ

わせてください。

■在
ざ い り ゅ う し か く

留資格

在
ざ い り ゅ う し か く

留資格がないと日
に ほ ん

本に来
く

ることができません。人
ひ と

によって在
ざ い り ゅ う し か く

留資格の期
き げ ん

限は異
こ と

なります。

更
こ う し ん

新や変
へ ん こ う

更をしなければならないときは、国
こ く さ い こ う り ゅ う か

際交流課に来
き

てください。

■チューター制
せ い ど

度

日
に ほ ん じ ん が く せ い

本人学生がみなさんのチューターになって、いろいろと相
そ う だ ん

談にのってくれます。

正
せ い き り ゅ う が く せ い

規留学生が対
たいしょう

象です。チューターが必
ひ つ よ う

要な人
ひ と

は指
し ど う き ょ う い ん

導教員に相
そ う だ ん

談してください。

読
よ

み物
もの

❶ 国
こくさいこうりゅうか

際交流課の窓
まどぐち

口での相
そうだん

談

留
りゅうがくせい

学生ハンドブック
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読
よ

み物
もの

❷ 国
こくさいこうりゅうか

際交流課でできること

■お祈
い の

りの部
へ や

屋

システム工
こ う が く ぶ

学部1階
か い

に、「お祈
い の

りの部
へ や

屋」があります。必
ひ つ よ う

要な人
ひ と

は誰
だ れ

でも、その部
へ や

屋を使
つ か

えます。

ただし、使
つ か

う時
と き

には、カードキーが必
ひ つ よ う

要です。国
こ く さ い こ う り ゅ う か

際交流課に来
き

て、カードキーを借
か

りてください。

カードキーは1年
ね ん

ごとに更
こ う し ん

新しなければなりません。学
が く ぶ せ い

部生や院
い ん せ い

生は、卒
そつぎょう

業するときに、カー

ドキーを国
こ く さ い こ う り ゅ う か

際交流課に返
か え

してください。交
こうかんりゅうがくせい

換留学生や日
に っ け ん せ い

研生は帰
き こ く

国するときに返
か え

してください。

カードキーがないと、「お祈
い の

りの部
へ や

屋」に入
は い

れませんので、絶
ぜ っ た い

対にカードキーをなくさないで

ください。

■多
た げ ん ご

言語サロン

　「多
た げ ん ご

言語サロン」というのは、皆
み な

さんが自
じ ぶ ん

分の国
く に

の言
こ と ば

葉を、日
に ほ ん じ ん が く せ い

本人学生や他
ほ か

の留
りゅうがくせい

学生に教
お し

え

てあげて、交
こうりゅう

流をするサロンのことです。皆
み な

さんの授
じゅぎょう

業のない時
じ か ん

間に行
おこな

っています。ぜひ、

皆
み な

さんも先
せ ん せ い

生になって、自
じ ぶ ん

分の国
く に

の言
こ と ば

葉を教
お し

えてみましょう。
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（ノック）

熊
くま

　野
の

：どうぞ。

（高
たかまつ

松さんとマイが部
へ や

屋に入
はい

る）

高
たか

　松
まつ

：失
し つ れ い

礼します。国
こ く さ い こ う り ゅ う か

際交流課の高
た か ま つ

松です。交
こ う か ん

換留
りゅう

学
が く せ い

生のマイさんをお連
つ

れしました。

マ　イ：こんにちは。ベトナムから来
き

ましたグエン・ターン・マイともうします。

熊
くま

　野
の

：はじめまして。熊
く ま の

野です。

高
たか

　松
まつ

：マイさん、こちらの熊
く ま の せ ん せ い

野先生が、あなたの指
し ど う き ょ う い ん

導教員になってくださいます。

熊
くま

　野
の

：マイさんは、いつ和
わ か や ま

歌山へ来
き

ましたか。

マ　イ：２日
か

に来
き

ました。今
い ま

、学
がくせいりょう

生寮に住
す

んでいます。

熊
くま

　野
の

：生
せ い か つ

活の方
ほ う

は、落
お

ちつきましたか。

マ　イ：はい、大
だ い じ ょ う ぶ

丈夫です。わからないことは、先
せ ん ぱ い

輩に教
お し

えてもらいます。

熊
くま

　野
の

：そうですか。それはいいですね。

高
たか

　松
まつ

：すみません、先
せ ん せ い

生、それではよろしくお願
ね が

いします。私
わたし

はこれで失
し つ れ い

礼します。

熊
くま

　野
の

：ご苦
く ろ う さ ま

労様でした。

第
だい

4 課
か

研
けんきゅうしつ

究室にて

会
か い わ

話❶ 熊
くまのきょうじゅ

野教授の研
けんきゅうしつ

究室（１）
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熊
くま

　野
の

：さて、前
ま え

もって、あなたの書
し ょ る い

類を読
よ

みました。ベトナムの大
だ い が く

学では、日
に ほ ん ご

本語を専
せ ん こ う

攻

しているんですね。こちらでも、日
に ほ ん ご

本語を中
ちゅうしん

心に勉
べんきょう

強する予
よ て い

定ですね。

マ　イ：はい。日
に ほ ん ご

本語と日
に ほ ん

本の文
ぶ ん か

化を勉
べんきょう

強したいと思
お も

っています。

熊
くま

　野
の

：わかりました。オリエンテーションで説
せ つ め い

明があったと思
お も

いますが、和
わ か や ま だ い が く

歌山大学での

科
か も く

目は、大
お お

きく二
ふ た

つに分
わ

かれています。一
ひ と

つは、全
ぜ ん が く ぶ

学部の学
が く せ い む

生向けの教
き ょ う よ う か も く

養科目で、

もう一
ひ と

つは、それぞれの学
が く ぶ

部で開
か い せ つ

設されている専
せ ん も ん か も く

門科目です。あなたは、まず、

「日
に ほ ん ご

本語」の科
か も く

目を履
り し ゅ う

修しなければなりませんね。

マ　イ：はい。私
わたし

は、日
に ほ ん ご

本語の科
か も く

目をたくさんとりたいです。

熊
くま

　野
の

：それでは、実
じ っ さ い

際に、一
いっしゅうかん

週間の時
じ か ん わ り

間割を組
く

みましょう。日
に ほ ん ご

本語はプレイスメントテス

トを受
う

けるのですね。あなたが受
じ ゅ こ う

講するクラスがわかったら、この用
よ う し

紙に科
か も く め い

目名を

書
か

いてください。すべての科
か も く め い

目名を書
か

いたら、また、研
けんきゅうしつ

究室に来
き

てください。サイ

ンをします。

マ　イ：はい、わかりました。ありがとうございます。

熊
くま

　野
の

：何
な に

かわからないことがあったら、メールください。もちろん、研
けんきゅうしつ

究室に来
き

てもいい

ですが、不
ふ ざ い

在の時
と き

もあるので、まず、メールください。

マ　イ：はい、ありがとうございます。科
か も く め い

目名を書
か

いたら、先
せ ん せ い

生にメールします。そして、

サインを頂
いただ

きに研
けんきゅうしつ

究室に来
き

ますので、よろしくお願
ね が

いします。

熊
くま

　野
の

：これから頑
が ん

張
ば

ってくださいね。勉
べんきょう

強も一
いっしょう

生懸
け ん め い

命して、また、和
わ か や ま

歌山でたくさんのこ

とを体
た い け ん

験してください。

会
か い わ

話❷ 熊
くまのきょうじゅ

野教授の研
けんきゅうしつ

究室（２）
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第
だい

4 課
か

研
けんきゅうしつ

究室にて

和
わ か や ま だ い が く

歌山大学には、教
き ょ う い く が く ぶ

育学部、経
け い ざ い が く ぶ

済学部、システム工
こ う が く ぶ

学部、観
か ん こ う が く ぶ

光学部の4学
が く ぶ

部があり、それぞ

れの学
が く ぶ

部は研
け ん き ゅ う か

究科（大
だ い が く い ん

学院）を有
ゆ う

しています。システム工
こ う が く ぶ

学部と観
か ん こ う が く ぶ

光学部には、博
は か せ か て い

士課程が

あります。

　教
き ょ う い く が く ぶ

育学部は、学
が っ こ う

校教
きょういん

員養
よ う せ い

成課
か

程
て い

３コース制
せ い

で、小
しょうがっこう

学校・中
ちゅうがっこう

学校・高
こ う こ う

校などの教
きょういん

員を目
め

指
ざ

す

学
が く せ い

生が学
ま な

んでいます。経
け い ざ い

済学
が く

部
ぶ

は、１学
が っ

科
か

５プログラム制
せ い

で、経
け い ざ い

済学
が く

や経
け い え い

営学
が く

だけでなく、

会
か い け い

計学
が く

、情
じょうほう

報学
が く

、法
ほ う り つ

律学
が く

など幅
は ば ひ ろ

広い専
せ ん も ん

門分
ぶ ん

野
や

を学
ま な

びます。システム工
こ う が く

学部
ぶ

は、１学
が っ

科
か

10メジ

ャー／ダブルメジャー制
せ い

で、複
ふ く す う

数の研
けんきゅう

究教
きょういく

育領
りょういき

域（メジャー）を学
がくしゅう

修する先
せ ん し ん て き

進的な学
が く

部
ぶ

です。

2016年
ね ん

にできた観
か ん こ う

光学
が く

部
ぶ

は、１学
が っ

科
か

３コース制
せ い

で、観
か ん こ う

光経
け い え い

営コース、地
ち

域
い き

再
さ い せ い

生コース、観
か ん こ う

光

文
ぶ ん

化
か

コースがあります。

読
よ

み物
もの

❶ 和
わ か

歌山
やま

大
だいがく

学の学
がく

部
ぶ

について

教育学部

システム工学部

経済学部

観光学部
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読
よ

み物
もの

❷ 留
りゅうがくせい

学生の種
しゅるい

類について

留
りゅうがくせい

学生は、私
し ひ

費留
りゅうがくせい

学生、国
こ く

費
ひ

留
りゅうがくせい

学生、交
こうかんりゅうがくせい

換留学生、政
せ い

府
ふ

派
は

遣
け ん

留
りゅうがくせい

学生などに分
わ

けられます。

　学
が く

部
ぶ

生
せ い

というのは、4年
ね ん か ん ざ い せ き

間在籍して学
が く

士
し

を取
し ゅ と く

得します。大
だ い が く い ん せ い

学院生は、2年
ね ん か ん

間在
ざ い せ き

籍して修
しゅう

士
し

を

取
し ゅ と く

得します。システム工
こ う が く

学部
ぶ

と観
か ん こ う が く

光学部
ぶ

は博
は か

士
せ

課
か

程
て い

を有
ゆ う

しています。研
けんきゅうせい

究生というのは、入
にゅうがく

学

する前
ま え

の1年
ね ん か ん

間を指
し

導
ど う

教
きょういん

員のもとで勉
べんきょう

強する学
が く せ い

生のことです。学
が く

部
ぶ

の研
けんきゅうせい

究生と大
だ い が く い ん

学院の研
けんきゅうせい

究生

があります

　日
に

本
ほ ん

語
ご

・日
に

本
ほ ん

文
ぶ ん

化
か

研
けんしゅう

修留
りゅうがくせい

学生は国
こ く

費
ひ

留
りゅうがくせい

学生で、1年
ね ん か ん

間和
わ か

歌山
や ま

大
だ い が く

学で日
に

本
ほ ん

語
ご

と日
に

本
ほ ん

文
ぶ ん

化
か

を学
ま な

び、

帰
き

国
こ く

後
ご

は、学
ま な

んだことを自
じ

国
こ く

で紹
しょうかい

介する重
じゅうよう

要な役
や く

目
め

を担
に な

った学
が く せ い

生です。

　交
こうかんりゅうがくせい

換留学生は、協
きょうていだいがく

定大学から1年
ね ん か ん

間あるいは半
は ん と し か ん

年間、和
わ か

歌山
や ま

大
だ い が く

学で学
ま な

ぶ学
が く せ い

生です。

　留
りゅうがくせい

学生の種
し ゅ る い

類は様
さ ま ざ ま

々ですが、皆
み な

さん、それぞれ目
も く て き

的や夢
ゆ め

を持
も

って和
わ か

歌山
や ま

大
だ い が く

学に留
りゅうがく

学し、そ

れぞれが決
き

めたゴールに向
む

かって頑
が ん

張
ば

っています。

■留
りゅうがくせい

学生の種
し ゅ る い

類

　　　　・私
し ひ

費留
りゅうがくせい

学生（学
が く

部
ぶ

生
せ い

／大
だ い が く い ん せ い

学院生／研
けんきゅうせい

究生）

　　　　・国
こ く

費
ひ

留
りゅうがくせい

学生（学
が く

部
ぶ

生
せ い

／大
だ い が く い ん せ い

学院生／日
に

本
ほ ん

語
ご

・日
に

本
ほ ん

文
ぶ ん

化
か

研
けんしゅう

修留
りゅうがくせい

学生／教
きょういんけんしゅうりゅうがくせい

員研修留学生）

　　　　・交
こうかんりゅうがくせい

換留学生

　　　　・政
せ い

府
ふ

派
は

遣
け ん

留
りゅうがくせい

学生（マレーシア）

　　　　・ツイニングプログラム（モンゴル、ベトナム）

■指
し

導
ど う

教
きょういん

員

　指
し

導
ど う

教
きょういん

員は、留
りゅうがくせい

学生の学
がくしゅう

習について、指
し

導
ど う

してくれる教
きょういん

員です。学
が く

部
ぶ

生
せ い

や院
い ん せ い

生は、専
せ ん こ う

攻

する内
な い よ う

容に応
お う

じて、所
し ょ ぞ く

属の学
が く

部
ぶ

が決
き

めます。日
に

本
ほ ん

語
ご

・日
に

本
ほ ん

文
ぶ ん

化
か

研
けんしゅう

修留
りゅうがくせい

学生と交
こ う か ん り ゅ う が く せ い

換留学生は、

日
に

本
ほ ん

学
が く

教
きょういくけんきゅう

育研究センターが決
き

めます。
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マ　イ：たくさん人
ひ と

がいますね。とてもにぎやかですね。

ジャン：そうですね。それに、この歓
か ん げ い か い

迎会は、留
りゅうがくせい

学生が民
み ん ぞ く い し ょ う

族衣装を着
き

てくるので、とてもは

なやかですよね。

司
し

　会
かい

：それでは、時
じ か ん

間になりましたので、新
しんにゅうりゅうがくせい

入留学生の歓
か ん げ い か い

迎会を始
は じ

めたいと思
お も

います。

（自
じこしょうかい

己紹介が始
はじ

まる）

ジャン：あ、マイさんの自
じ こ し ょ う か い

己紹介の番
ば ん

ですよ。

マ　イ：うわあ、ドキドキします。

司
し

　会
かい

：それでは、次
つ ぎ

、ベトナムからの交
こうかんりゅうがくせい

換留学生のマイさん、お願
ね が

いします。

　王
わん

　：頑
が ん ば

張って！

マ　イ：みなさん、こんにちは。私
わたし

は、ベトナムの交
こ う か ん り ゅ う が く せ い

換留学生、マイと申
も う

します。先
せ ん し ゅ う に ほ ん

週日本

に来
き

たばかりです。わからないことがたくさんあります。みなさん、また教
お し

えてく

ださい。将
しょうらい

来は、日
に ほ ん ご

本語の先
せ ん せ い

生になりたいと思
お も

っています。頑
が ん ば

張りますので、よろ

しくお願
ね が

いします。

司
し

　会
かい

：ありがとうございました。それでは、次
つ ぎ

は・・・・

第
だい

5 課
か

歓
か ん げ い か い

迎会

会
か い わ

話❶ 自
じ こ

己紹
しょうかい

介
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優
ゆう

　斗
と

：マイさん、自
じ こ し ょ う か い

己紹介、めっちゃ、よかったで。

マ　イ：めっちゃ？

優
ゆう

　斗
と

：「めっちゃ」って、「とても」ってこと。

マ　イ：ありがとうございます。日
に ほ ん ご

本語は、難
むずか

しいですね。

　　　　私
わたし

は、「とても、大
た い へ ん

変、すごく」は知
し

っていますが、「めっちゃ」は初
は じ

めて聞
き

きました。

優
ゆう

　斗
と

：そうなん？すぐになれてくるよ。

マ　イ：そうなん？

優
ゆう

　斗
と

：あ、ごめん、「そうなん」は「そうなんですか」を短
みじか

く言
い

ったんだ。

マ　イ：なんだか、勉
べんきょう

強した日
に ほ ん ご

本語とは違
ち が

う言
こ と ば

葉がたくさんあります。

　　　　フー、これから頑
が ん ば

張ります！

会
か い わ

話❷ 日
に

本
ほん

人
じん

学
がく

生
せい

との会
かい

話
わ
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第
だい

5 課
か

歓
かんげいかい

迎会

パーティでは、「乾
か ん ぱ い

杯」をした後
あ と

、飲
の

んだり食
た

べたりします。乾
か ん ぱ い

杯をするまでは、飲
の

んだ

り食
た

べたりしてはいけません。そして、乾
か ん ぱ い

杯の前
ぜ ん ご

後にスピーチがあります。例
た と

えば、大
だ い が く

学の

歓
か ん げ い か い

迎会では、最
さ い し ょ

初の挨
あ い さ つ

拶があります。それから、みんなで飲
の

んだり食
た

べたりしながら、お話
はなし

を

します。途
と ち ゅ う

中で、自
じ こ し ょ う か い

己紹介や、ゲームなどをして、最
さ い ご

後にまた、閉
へ い か い

会の挨
あ い さ つ

拶があり、会
か い

は終
お

わります。留
りゅうがくせい

学生のみなさんは、いろんな場
ば

で、自
じ こ し ょ う か い

己紹介をすることがたくさんありますので、

ユーモアのまじった自
じ こ

己紹
しょうかい

介ができるよう、準
じゅん

備
び

しておくとよいでしょう。

読
よ

み物
もの

❶ 自
じ こ

己紹
しょう

介
かい



27和歌山大学日本学教育研究センター｜ Center for Japanology Studies, Wakayama University

読
よ

み物
もの

❷ 和
わ か

歌山
やま

弁
べん

京
き ょ う と ふ

都府、大
お お さ か ふ

阪府、兵
ひ ょ う ご け ん

庫県、滋
し が け ん

賀県、奈
な ら け ん

良県、和
わ か や ま け ん

歌山県は「関
か ん さ い ち ほ う

西地方」と呼
よ

ばれ、その中
な か

で

使
つ か

われている方
ほ う げ ん

言を「関
か ん さ い べ ん

西弁」といいます。「ありがとう」→「おおきに」、「だめ」→「あかん」、

「行
い

かない」を「行
い

かへん」などは、みなさん聞
き

いたことがあるのではないでしょうか。

ですが、実
じ っ さ い

際「関
か ん さ い べ ん

西弁」と言
い

っても、地
ち ほ う

方によって言
い

い方
か た

が変
か わ

わります。和
わ か や ま

歌山にも

和
わ か や ま べ ん

歌山弁があります。和
わ か や ま べ ん

歌山弁は特
と く

に語
ご び

尾が特
とくちょうてき

徴的です。

例
た と

えば、「できない」。これは関
か ん さ い べ ん

西弁では「できへん」と言
い

われることが多
お お

いですが、

和
わ か や ま

歌山では「できやん」と「やん」を使
つ か

います。「行
い

きましょう」を「行
い

こら」と「ら」を

使
つ か

った言
い

い方
か た

もあります。動
ど う し

詞の活
か つ よ う

用の仕
し か た

方は「行こう→ら」です。また語
ご び

尾だけでなく、

和
わ か や ま べ ん ど く と く

歌山弁独特の言
こ と ば

葉もあります。例
た と

えば「今
き ょ う

日」→「今
き ょ う

日は」（「は（wa）」がつく）、「（自
じ て ん し ゃ

転車を）

押
お

していく」→「（自
じ て ん し ゃ

転車を）ついていく」などです。

最
さ い き ん

近では使
つ か

われなくなった和
わ か や ま べ ん

歌山弁も増
ふ

えてきましたが、ぜひ和
わ か や ま

歌山にいる間
あいだ

に、和
わ か や ま

歌山

の人
ひ と

とたくさん話
はなし

して和
わ か や ま べ ん

歌山弁を学
ま な

んでください。ではここで問
も ん だ い

題です。「今
き ょ う

日は、もう帰
か え

り

ましょう。」和
わ か や ま べ ん

歌山弁にするとどんな言
い

い方
か た

になるでしょうか。（答
こた

えはこのページの一
いちばんした

番下）

答
こた

え：「今
き ょ う

日はは、もう帰
かえ

ろら。」
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ケイティ：あ、マイさん！こっちこっち！！

マ　　イ：ケイティさん、早
は や

いですね。お昼
ひ る

ごはんはもう食
た

べたんですか？

　　　　　私
わたし

は学
がくせいしょくどう

生食堂が混
こ

んでいたので少
す こ

し遅
お そ

くなりました。

ケイティ：たしか、お昼
ひ る や す

休みは、12時
じ

20分
ぷ ん

から1時
じ

10分
ぷ ん

でしたよね。私
わたし

は今
き ょ う

日お弁
べ ん と う

当を持
も

っ

てきて教
きょうしつ

室で食
た

べました。宿
しゅくだい

題もやっておきたかったし。

マ　　イ：あー！宿
しゅくだい

題、すっかり忘
わ す

れてました！！！

ケイティ：まだ少
す こ

し時
じ か ん

間あるから、今
い ま

から頑
が ん ば

張れば間
ま

に合
あ

うよ。

マ　　イ：はい、頑
が ん ば

張ります！えーっと、確
た し

か文
ぶ ん ぽ う

法のプリントでしたよね…。あっ、あった。

あれ？もう終
お

わってる。そうか、昨
き の う

日の夜
よ る

、勉
べんきょう

強したんだった。

ケイティ：もう、びっくりさせないで～。そういえば、雑
さ い か せ ん せ い

賀先生、今
き ょ う

日の授
じゅぎょう

業で口
こ う と う

頭テスト

をするって言
い

ってたよね。

マ　　イ：はい、言
い

ってました。今
い ま

から一
い っ し ょ

緒に練
れんしゅう

習しませんか？

ケイティ：うん、そうしよう。

第
だい

6 課
か

教
きょうしつ

室で

会
か い わ

話❶ 日
に ほ ん ご

本語の授
じゅぎょう

業を受
う

ける
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マ　イ：美
み か

香ちゃん、おはよう。

美
み

　香
か

：あ、マイさん。おはよう。

キ　ム：今
き ょ う

日は、能
の う

についての講
こ う ぎ

義だね。楽
た の

しみ。

マ　イ：先
せんしゅう

週の歌
か ぶ き

舞伎の授
じゅぎょう

業は面
お も し ろ

白かったよね。隈
く ま ど

取り…でしたっけ？あんなにいろいろな

種
し ゅ る い

類があるって知
し

らなかった。

キ　ム：あと、「見
み え

得」だっけ？歌
か ぶ き

舞伎役
や く し ゃ

者って本
ほ ん と う

当にすごいよね。本
ほ ん も の

物の歌
か ぶ き

舞伎が見
み

たくなった。

美
み

　香
か

：なんば駅
え き

の近
ち か

くの「大
お お さ か

阪新
し ん

歌
か ぶ き

舞伎座
ざ

」では歌
か ぶ き

舞伎が見
み

られるそうだよ。今
こ ん ど

度みんな

で一
い っ し ょ

緒に歌
か ぶ き

舞伎を見
み

に行
い

ってみない？

マ　イ：いいね！ぜひ、行
い

こうよ。

キ　ム：そういえば、みんなは能
の う

って見
み

たことある？

マ　イ：私
わたし

はまだ見
み

たことがない。雑
ざ っ し

誌の記
き じ

事で読
よ

んだことはあるけど…。

美
み

　香
か

：私
わたし

は、以
い ぜ ん

前、日
に ち ぜ ん ぐ う

前宮と和
わ か う ら

歌浦で薪
たきぎのう

能を見
み

たことがあるだけ。

優
ゆう

　斗
と

：美
み か

香さんはすごいね。僕
ぼ く

は、テレビで見
み

たことあるけど、実
じ っ さ い

際には見
み

たことがない。

キ　ム：へぇ。日
に ほ ん じ ん

本人でもあまり能
の う

を見
み

ないんだね。

美
み

　香
か

：あ、雑
さ い か せ ん せ い

賀先生がいらっしゃった。

雑
さい

　賀
か

：みなさん、おはようございます。今
き ょ う

日は、能
の う

について勉
べんきょう

強します。

　　　　日
に ほ ん ご

本語は少
す こ

し難
むずか

しいですが、がんばりましょう。

会
か い わ

話❷ 日
に ほ ん ぶ ん か

本文化の授
じゅぎょう

業を受
う

ける
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第
だい

6 課
か

教室で

■和
わ か や ま だ い が く

歌山大学カレンダー

和
わ か や ま だ い が く

歌山大学の授
じゅぎょう

業は４月
が つ

に始
は じ

まります。スケジュールは、セメスター制
せ い

とクォーター制
せ い

の２

つがありますが、日
に ほ ん ご

本語クラスはすべてセメスター制
せ い

で、前
ぜ ん き

期と後
こ う き

期に分
わ

かれます。前
ぜ ん き

期は4

月
が つ

～9月
が つ

、後
こ う き

期は10月
が つ

～翌
よ く ね ん

年3月
が つ

までです。夏
な つ や す

休みは8月
が つ

～9月
が つ

、冬
ふ ゆ や す

休みは12月
が つ

末
ま つ

～1月
が つ

初
は じ

め、

春
は る や す

休みは2月
が つ

中
ちゅうじゅん

旬～3月
が つ

までです。

和
わ か

歌山
や ま

大
だ い

学
が く

の時
じ

間
か ん

割
わ り

は以
い か

下のようになっています。

　1限
げ ん

　9:10～10:40

　2限
げ ん

　10:50～12:20

  　　―お昼
ひ る や す

休み－

　3限
げ ん

　13:10～14:40

　4限
げ ん

　14:50～16:20

　5限
げ ん

　16:30～18:00

　
また、和

わ か や ま だ い が く

歌山大学のホームページに詳
く わ

しいスケジュールが掲
け い さ い

載されています。

「学
が く ね ん

年暦
れ き

・授
じ ゅ

業
ぎょう

計
け い か く

画」https://www.wakayama-u.ac.jp/scenter/basic/calendar/

読
よ

み物
もの

❶ 和
わ か や ま だ い が く

歌山大学カレンダーと日
に ほ ん ご

本語クラス

令和4年度（2022年）学年暦・授業計画
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■日
に ほ ん ご

本語クラス

日
に ほ ん ご

本語クラスは、「日
に ほ ん ご け い か も く

本語系科目」と「日
に ほ ん じ じ ょ う

本事情・日
に ほ ん ぶ ん か け い か も く

本文化系科目」に分
わ

かれています。

「日
に ほ ん ご け い か も く

本語系科目」は、初
しょきゅう

級、中
ちゅうきゅう

級、上
じょうきゅう

級の3つのレベルがあり、履
り し ゅ う と う ろ く

修登録の前
ま え

にプレイスメ

ントテストを実
じ っ し

施して、クラス分
わ

けをしています。「日
に ほ ん じ じ ょ う

本事情・日
に ほ ん ぶ ん か け い か も く

本文化系科目」には、

「日
に ほ ん じ じ ょ う

本事情」「日
に ほ ん ぶ ん か

本文化とビジネス日
に ほ ん ご

本語」「日
に ほ ん ぶ ん か に ゅ う も ん

本文化入門」「日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん ぶ ん か け ん き ゅ う

本文化研究」「アカデ

ミック・ライティング」「アカデミック・プレゼンテーション」「外
が い こ く ご

国語としての日
に ほ ん ご

本語を学
ま な

ぶ」

などがあります。日
に ほ ん ご

本語クラスは、火
か よ う び

曜日～金
き ん よ う び

曜日の2限
げ ん

～4限
げ ん

の間
あいだ

に行
おこな

われています。

　日
に ほ ん ご

本語クラスの情
じょうほう

報は、日
に

本
ほ ん

学
が く

教
きょういくけんきゅう

育研究センターのWEBページにも詳
く わ

しく載
の

っていますので、

興
き ょ う み

味のある方
か た

はチェックしてみてください。

「日
に ほ ん ご き ょ う い く

本語教育のページ」https://www.wakayama-u.ac.jp/cjs/japaneselanguage/index.html
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第
だい

6 課
か

教室で

日
に ほ ん ご き ょ う い く

本語教育に関
か ん

するイベントは、作
さ く ぶ ん

文コンクールやスピーチコンテストがあります。その他
ほ か

にも「日
に ほ ん じ じ ょ う

本事情」「日
に ほ ん ぶ ん か に ゅ う も ん

本文化入門」「日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん ぶ ん か け ん き ゅ う

本文化研究」などで、課
か が い じ ゅ ぎ ょ う

外授業や研
けんきゅうはっぴょう

究発表など、

様
さ ま ざ ま

々な活
か つ ど う

動をしています。また、海
か い が い

外の大
だ い が く

学で日
に ほ ん ご

本語を学
ま な

んでいる学
が く せ い

生とのオンライン交
こうりゅうかい

流会

も定
て い き て き

期的に開
か い さ い

催しています。

■留
りゅうがくせい

学生による作
さ く ぶ ん

文コンクール

前
ぜ ん き

期7月
が つ

に「留
りゅうがくせい

学生による作
さ く ぶ ん

文コンクール」があります。2008年
ね ん

から毎
まいとしおこな

年行われています。

作
さ く ぶ ん

文のテーマは、「留
りゅう

学
が く せ い

生から見
み

た和
わ か

歌山
や ま

・日
に

本
ほ ん

・母
ぼ

国
こ く

」で、毎
ま い と し

年多
お お

くの応
お う

募
ぼ

があります。

8月
が つ

に学
がくちょうしつ

長室で表
ひょうしょうしき

彰式が行
おこな

われ、優
ゆうしゅうしゃ

秀者にはメダルと賞
しょうじょう

状が付
ふ よ

与されます。これまで受
じゅしょう

賞

した作
さ く ぶ ん

文は、日
に

本
ほんがくきょういくけんきゅう

学教育研究センターの WEB ページで読
よ

むことができます。

「留
りゅうがくせい

学生による作
さ く ぶ ん

文コンクール」
  https://www.wakayama-u.ac.jp/cjs/data/sakubun/index.html

読
よ

み物
もの

❷ 日
にほんごきょういく

本語教育に関
かん

するイベント
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■日
に ほ ん ご

本語スピーチコンテスト

後
こ う き

期12月
が つ

には、「学
がくちょうはい

長杯　留
りゅうがくせい

学生による日
に ほ ん ご

本語スピーチコンテスト」があります。2002

年
ね ん

から毎
まいとしおこな

年行われています。和
わ か や ま だ い が く

歌山大学の留
りゅうがくせい

学生だけでなく、和
わ か や ま け ん な い

歌山県内の高
こ う と う き ょ う い く き か ん

等教育機関

（大
だ い が く

学、高
こ う と う せ ん も ん が っ こ う

等専門学校、日
に ほ ん ご が っ こ う

本語学校、専
せ ん も ん が っ こ う

門学校）に在
ざ い せ き

籍している留
りゅうがくせい

学生も応
お う ぼ

募できます。また、

2020年
ね ん

と2021年
ね ん

はオンライン(Zoom)形
け い し き

式での開
か い さ い

催となり、海
か い が い き ょ う て い こ う

外協定校に在
ざ い せ き

籍している学
が く せ い

生

も参
さ ん か

加しました。
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美
み

　香
か

：お昼
ひ る

ね…。

マ　イ：美
み か

香さん、お昼
ひ る

ご飯
は ん

は、どうしますか。

美
み

　香
か

：学
がくしょく

食に行
い

くけど、マイさんも一
い っ し ょ

緒に行
い

く？

マ　イ：ガクショク？

美
み

　香
か

：ああ、「学
がくしょく

食」は「学
がくせいしょくどう

生食堂」のことよ。

マ　イ：ああ、わかりました。まだ行
い

ったことが

ないので、行
い

ってみたいです。

美
み

　香
か

：王
わ ん

さんは？一
い っ し ょ

緒に行
い

く？

　王
わん

　：ぼくは今
き ょ う

日、大
だ い が く

学の近
ち か

くのコンビニでお弁
べ ん と う

当買
か

ってきたから、友
と も だ ち

達と一
い っ し ょ

緒に外
そ と

で食
た

べるよ。天
て ん き

気もいいし。

美
み

　香
か

：了
りょうかい

解。じゃ、マイさん、大
だ い が く か い か ん

学会館の学
がくしょく

食が一
い ち ば ん

番大
お お

きくて値
ね だ ん

段も安
や す

いから、今
き ょ う

日はそ

こへ行
い

こう。

（大
だいがくかいかん

学会館のロビーで）

美
み

　香
か

：ここが大
だ い が く か い か ん

学会館よ。左
ひだり

が「生
せいきょう

協」といって、本
ほ ん

や文
ぶ ん ぼ う ぐ

房具や食
た

べ物
も の

なんかが売
う

ってい

る売
ば い て ん

店よ。教
き ょ う か し ょ

科書もそこで買
か

えるよ。

マ　イ：そうなんですね。あっ、銀
ぎ ん こ う

行や郵
ゆうびんきょく

便局のATM（Automatic Teller Machine）もあるん

ですね。

美
み

　香
か

：うん。で、こっちの「テイクアウト専
せ ん も ん て ん

門店」って書
か

いてあるところがお弁
べ ん と う

当の売
う

り

場
ば

。そっちが学
がくしょく

食で、その隣
となり

がラウンジだよ。

時
じ

間
か ん

がなくて、お昼
ひ る

ご飯
は ん

を買
か

いたいときは、

「生
せいきょう

協」や「テイクアウト専
せ ん も ん て ん

門店」でお弁
べ ん と う

当

やパンを買
か

えばいいよ。

マ　イ：わかりました。

第
だい

7 課
か

お昼
ひ る

ご飯
は ん

を食
た

べる

会
か い わ

話❶ 大
だいがくかいかん

学会館（学
がくしょく

食）へ行
い

く
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マ　イ：学
がくしょく

食、混
こ

んでいますね…。

美
み

　香
か

：今
い ま

はお昼
ひ る や す

休みだからね。でもセルフサー

ビスだから、そんなに時
じ か ん

間はかからない

よ。はい、そこのトレーとって。

マ　イ：（トレーを取
と

る）

美
み

　香
か

：で、何
な に

を食
た

べる？ご飯
は ん

とおかずは左
ひだりがわ

側、

丼
どんぶり

やめん類
る い

は右
み ぎ が わ

側だよ。

マ　イ：丼
どんぶり

って何
な ん

ですか。

美
み

　香
か

：ご飯
は ん

の上
う え

におかずをのせた物
も の

よ。いくつか種
し ゅ る い

類があるけど。

マ　イ：ああ。じゃあ、私
わたし

、今
き ょ う

日はごはんとおかずにします。

美
み

　香
か

：じゃ、左
ひだりがわ

側に並
な ら

んで、好
す

きなもの選
え ら

んでトレイにのせてね。私
わたし

は、今
き ょ う

日、ラーメン

にするから右
み ぎ が わ

側に行
い

くね。向
む

こうのレジでお金
か ね は ら

払うのよ。

マ　イ：わかりました。

（テーブルで食
た

べながら）

マ　イ：お昼
ひ る

は、ここで食
た

べるか、さっきの売
ば い て ん

店で買
か

うか、どちらかなんですか。

美
み

　香
か

：他
ほ か

の学
がくしょく

食に行
い

くときもあるよ。学
が く せ い

生センターの近
ち か

くにGENKI食
しょく

堂
ど う

とレストラン・フ

ルールがあるし、図
と し ょ か ん

書館の隣
となり

にニューヤマザキデイリーストアというコンビニがあって、

パンやお弁
べ ん と う

当が買
か

えるよ。

マ　イ：そうなんですね。

会
か い わ

話❷ 学
がくしょく

食を利
り よ う

用する



36 マイの和歌山大学留学 2022 ｜ May Studying abroad at Wakayama University 2022

第
だい

7 課
か

お昼
ひる

ご飯
はん

を食
た

べる

■食
し ょ く ど う

堂

第
だいいちしょくどう

一食堂（400席
せ き

）／大
だ い が く か い か ん

学会館［11:00～20:00］

和
わ

大
だ い

最
さ い だ い

大の食
しょくどう

堂！普
ふ

段
だ ん

は20:00まで営
えいぎょう

業しており、部
ぶ

活
か つ

後
ご

に夕
ゆうしょく

食も食
た

べられます。

天
て ん

気
き

の良
よ

い日
ひ

はテラス席
せ き

もおすすめ！

GENKI食
しょくどう

堂（140席
せ き

）／西
に し

６号
ご う か ん

館［11:00～14:00］ 

システム工
こ う が く ぶ が わ

学部側にある食
しょくどう

堂。アイスクリームも売
う

っています！

フルール（60席
せ き

）／西
に し

６号
ご う か ん

館［11:00～14:00］

キャンパスでの唯
ゆ い い つ

一のレストラン！ボリュームもたっぷり！

11:30からは弁
べ ん と う は ん ば い

当販売もしています。

読
よ

み物
もの

❶ 和
わ か や ま だ い が く

歌山大学のランチスポット

第一食堂

フルール

GENKI 食堂

フルール弁当

GENKI 食堂
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■売
ば い て ん

店

生
せいきょう

協／大
だ い が く か い か ん

学会館［9:00～15:30］

パン・おにぎり・お弁
べ ん と う

当、飲
の

み物
も の

などを販
は ん ば い

売。

書
し ょ せ き

籍や文
ぶ ん ぼ う ぐ

房具なども販
は ん ば い

売する学
が く せ い

生の強
つ よ

い味
み か た

方。

テイクアウト専
せ ん も ん て ん

門店／大
だ い が く か い か ん

学会館［12:00～13:00］

2022年
ね ん

オープン。お弁
べ ん と う

当を販
は ん ば い

売。イートインスペースもあります。

ニューヤマザキデイリーストア／西
に し

５号
ご う か ん

館［9:00～17:00］

2019年
ね ん

オープン。焼
や

きたてパンや淹
い

れたてコーヒーなどがオススメ！

隣
となり

にイートインスペース有
あ

り。

キャンパス デリ／東
ひがし

1号
ご う か ん

館と東
ひがし

2号
ご う か ん

館の間
あいだ

［11:30～売
う

り切
き

れ次
し

第
だいしゅうりょう

終了］

日
ひ

替
が

わりでお弁
べ ん と う

当を販
は ん ば い

売するキッチンカー。授
じゅぎょう

業日
び

は長
ちょう

蛇
だ

の列
れ つ

。

生協

ニューヤマザキデイリーストア

テイクアウト専門店

キャンパス デリニューヤマザキデイリーストア
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第
だい

7 課
か

お昼
ひる

ご飯
はん

を食
た

べる

大
だ い が く か い か ん

学会館には、学
が く な い

内で一
い ち ば ん

番大
お お

きい学
がくしょく

食や生
せいきょう

協（売
ば い て ん

店）、銀
ぎ ん こ う

行や郵
ゆうびんきょく

便局などのATMがあります。

また証
し ょ う め い し ゃ し ん き

明写真機もあるので、提
ていしゅつしょるい

出書類などに必
ひ つ よ う

要な証
しょうめいしゃしん

明写真をここで撮
と

ることもできます。

生
せいきょう

協には、食
しょくりょうひん

料品、本
ほ ん

、文
ぶ ん

房
ぼ う

具
ぐ

などが売
う

っています。みなさんが教
き ょ う か し ょ

科書を買
か

うときもこの生
せいきょう

協

で注
ちゅうもん

文できます。またキャンパス内
な い

などでコピーしたいときに必
ひ つ よ う

要な「コピーカード」もこ

こで買
か

うことができます。

読
よ

み物
もの

❷ 大
だいがくかいかん

学会館

大学会館

大学会館ロビー

ふれあい会館
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■食
しょ く ど う

堂メニュー■

■売
ば い て ん

店メニュー■

第
だ い い ち し ょ く ど う

一食堂

フルール

キャンパス
デリ

GENKI食
しょくどう

堂

フルール

和
わ

歌
か

山
や ま

大
だ い

学
が く

  学
が く

食
しょく

メニュー



40 マイの和歌山大学留学 2022 ｜ May Studying abroad at Wakayama University 2022

マ　イ：あのう、すみません。日
に ほ ん ご

本語の方
ほ う げ ん

言に関
か ん

する本
ほ ん

を探
さ が

したいんですが、どうやって探
さ が

したらいいですか。

司
し

　書
しょ

：あちらの蔵
ぞ う し ょ け ん さ く よ う

書検索用のパソコンを使
つ か

ってください。検
け ん さ く じ ょ う け ん

索条件のキーワード欄
ら ん

に

「日
に ほ ん ご

本語の方
ほ う げ ん

言」と入
い

れて、検
け ん さ く

索をしてください。

マ　イ：キーワードを入
い

れて、検
け ん さ く

索をクリックですね。

司
し

　書
しょ

：そうです。いくつかタイトルが出
で

てくるので、クリックしてみてください。

　　　　見
み

たい本
ほ ん

があれば、「請
せいきゅう

求メモ」を印
い ん さ つ

刷すると、探
さ が

しやすいですよ。

マ　イ：わかりました。本
ほ ん

を借
か

りるときは、このカウンターに持
も

ってくるんですか。

司
し

　書
しょ

：はい、こちらか、あちらの自
じ ど う か し だ し へ ん き ゃ く そ う ち

動貸出返却装置でもいいです。

マ　イ：ああ、あの白
し ろ

い機
き か い

械ですね。

司
し

　書
しょ

：はい、そうです。使
つ か

い方
か た

は、画
が め ん

面に表
ひ ょ う じ

示されますから、メッセージに従
したが

って操
そ う さ

作し

てください。わからないことがあれば、また、たずねてくださいね。

マ　イ：はい。あっ、借
か

りた本
ほ ん

を返
か え

すときは、どこへ返
か え

したらいいですか。

司
し

　書
しょ

：次
つ ぎ

の貸
か

し出
だ

しがなければ図
と し ょ か ん

書館の前
ま え

にある返
へんきゃく

却ボックスに入
い

れてください。

マ　イ：わかりました。あと、延
えんちょう

長したいときはどうすればいいですか。

第
だい

8 課
か

図
と し ょ か ん

書館で

会
か い わ

話❶ 本
ほん

を検
けんさく

索して借
か

りる（検
けんさく

索する→借
か

りる→返
へんきゃくほうほう

却方法、延
えんちょうほうほう

長方法を聞
き

く）
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美
み

　香
か

：マイさん、今
こ ん ど

度のグループ発
はっぴょう

表、一
い っ し ょ

緒の

グループだよね。

マ　イ：はい。王
わ ん

さんと優
ゆ う と

斗さんも一
い っ し ょ

緒です。

美
み

　香
か

：発
はっぴょう

表は2週
し ゅ う か ん ご

間後だし、来
らいしゅう

週の授
じゅぎょう

業の後
あ と

、

　　　　みんなで集
あ つ

まって準
じ ゅ ん び

備しようか。

マ　イ：そうですね。資
し り ょ う

料を集
あ つ

めたり、発
はっぴょう

表の練
れんしゅう

習

をしたりしなくちゃいけないし…。

　　　　どこでしましょうか。

美
み

　香
か

：図
と し ょ か ん

書館の「グループ学
がくしゅうしつ

習室」を借
か

りよう。2時
じ か ん か

間借りられるよ。資
し り ょ う

料も集
あ つ

めやすいし、

相
そ う だ ん

談や練
れんしゅう

習もしやすいよ。

マ　イ：ああ、図
と し ょ か ん

書館の3Fにある部
へ や

屋ですね。どうやって借
か

りますか。

美
み

　香
か

：和
わ

歌
か

山
や ま だ い が く

大学の学
が く せ い

生なら図
と し ょ か ん

書館のホームページにある「グループ学
が く し ゅ う し つ よ や く

習室予約システム」

から予
よ や く

約できるよ。私
わたし

が予
よ や く

約するね。

マ　イ：じゃ、私
わたし

は王
わ ん

さんと優
ゆ う と

斗さんに予
よ て い

定を聞
き

いて、美
み か

香さんに連
れ ん ら く

絡します。

美
み

　香
か

：わかった。じゃ、お願
ね が

いね。みんなの都
つ ご う

合のいい日
ひ

に予
よ や く

約を入
い

れるね。

会
か い わ

話❷ 図
と し ょ か ん

書館を利
り よ う

用する－グループ学
がくしゅうしつ

習室を借
か

りる－

司
し

　書
しょ

：次
つ ぎ

の予
よ や く

約がなければ、延
えんちょう

長することができます。カウンターか自
じ ど う か し だ し へ ん き ゃ く そ う ち

動貸出返却装置で

延
えんちょう

長してください。また、IDとパスワードがあれば図
と し ょ か ん

書館のウェブサイトにある「マイ・

ライブラリー (My Library)」からも行
おこな

うことができますよ。自
じ た く

宅からもできて便
べ ん り

利で

すよ。

マ　イ：そうですか。どうもありがとう

ございました。

自
じ

動
ど う

貸
か し

出
だ し

返
へ ん

却
きゃく

装
そ う

置
ち

返
へ ん

却
きゃく

ポスト



42 マイの和歌山大学留学 2022 ｜ May Studying abroad at Wakayama University 2022

第
だい

8 課
か

図
と

書
しょ

館
かん

で

1949年
ね ん

5月
が つ

、和
わ か や ま だ い が く そ う り つ

歌 山 大 学 創 立 に 伴
ともな

っ て、そ の 母
ぼ た い

体 と な っ た 和
わ か や ま け い ざ い せ ん も ん が っ こ う

歌 山 経 済 専 門 学 校、

和
わ か や ま し は ん が っ こ う

歌山師範学校、和
わ か や ま せ い ね ん し は ん が っ こ う

歌山青年師範学校の各
か く ぞ う し ょ

蔵書を引
ひ

き継
つ

いで発
ほ っ そ く

足しました。和
わ し ょ

書と洋
よ う し ょ

書を合
あ

わせて713,696 冊
さ つ

が所
し ょ ぞ う

蔵されています。図
と し ょ か ん

書館の1階
か い

は「コモンズ（共
きょうようくうかん

用空間）・出
で あ い

会いの広
ひ ろ ば

場」、

2階
か い

は「教
きょうよう

養の門
も ん

・知
ち し き

識の交
こ う さ て ん

差点」として調
ち ょ う さ そ う だ ん

査相談や教
きょうよう

養を深
ふ か

める場
ば

、3階
が い

は講
こ う ざ

座やアクティ

ブラーニング、論
ろ ん ぶ ん し ど う

文指導などを行
おこな

う「企
き か く

画・発
は っ し ん

信・交
こうりゅう

流」の場
ば

となっています。

読
よ

み物
もの

❶ 図
と し ょ か ん

書館
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読
よ

み物
もの

❷ 紀
きしゅう

州経
け い ざ い し

済史文
ぶ ん か し

化史研
けんきゅうじょ

究所（紀
きしゅうけん

州研）

紀
き し ゅ う

州の歴
れ き し

史や文
ぶ ん か

化についての研
けんきゅうじょ

究所で、図
と し ょ か ん

書館の3階
が い

にあります。2007年
ね ん

2月
げ つ

文
も ん ぶ か が く し ょ う

部科学省か

ら、博
は く ぶ つ か ん そ う と う し せ つ

物館相当施設の指
し て い

定を受
う

けました。学
が く な い

内の研
けんきゅうしょいん

究所員による研
けんきゅう

究の成
せ い か

果を刊
か ん こ う

行し、様
さ ま ざ ま

々な

テーマによる展
て ん じ か い

示会をしています。研
け ん き ゅ う じ ょ せ っ ち い ら い

究所設置以来、地
ち ほ う し か ん け い

方史関係の史
し り ょ う

料の収
しゅうしゅう

集と整
せ い り

理を行
おこな

って

います。また、全
ぜ ん こ く

国の大
だ い が く

学の歴
れ き し け い が く ぶ

史系学部・研
けんきゅうじょ

究所で刊
か ん こ う

行している紀
き よ う る い

要類や、県
け ん

の自
じ ち た い し へ ん

治体史編さ

ん室
し つ

・教
き ょ う い く い い ん か い な ど

育委員会等が発
は っ こ う

行している地
ち い き け ん き ゅ う

域研究・地
ち ほ う し か ん け い

方史関係の逐
ち く じ か ん こ う ぶ つ

次刊行物の収
しゅうしゅう

集に努
つ と

めています。
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マ　イ：すみません。ジャンさん、病
びょういん

院へ行
い

きたいんですが。

ジャン：どうしたんですか。あれ？　顔
か お

が赤
あ か

いですよ。

マ　イ：きのうの夜
よ る

から、おなかが痛
い た

いんです。そして、熱
ね つ

もあるんです。国
く に

から持
も

ってき

た薬
くすり

を飲
の

んだんですが、治
な お

らないんです。

ジャン：じゃあ、一
い っ し ょ

緒に病
びょういん

院へ行
い

きましょう。保
ほ け ん し ょ う

険証を忘
わ す

れないでね。それから、のんだ薬
くすり

も持
も

って行
い

ったほうがいいですよ。

マ　イ：はい。わかりました。

（病
びょういん

院で）

受
う け

　付
つけ

：しょしんですか。

マ　イ：「しょしん」？　すみません、わかりません。

受
う け

　付
つけ

：初
は じ

めて、この病
びょういん

院に来
き

ましたか。

マ　イ：はい。

受
う け

　付
つけ

：では、保
ほ け ん し ょ う

険証をお願
ね が

いします。それから、この問
もんしんひょう

診票、書
か

いてください。

第
だい

9 課
か

病
び ょ う き

気になった時
と き

会
か い わ

話❶ 風
か ぜ

邪かもしれません
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若
わか

　山
やま

：マイさん、どうしたの？　最
さ い き ん

近、元
げ ん き

気がありませんね。

マ　イ：自
じ て ん し ゃ

転車で、転
こ ろ

んでしまったんです。腕
う で

もすりむいてしまいました。

若
わか

　山
やま

：あら、それは大
た い へ ん

変。水
み ず

で洗
あ ら

って、ばんそうこうを貼
は

らないと。歩
あ る

ける？

マ　イ：大
だ い じ ょ う ぶ

丈夫です。でも、最
さ い き ん

近、国
く に

の両
りょうしん

親のことが心
し ん ぱ い

配で、みんなに会
あ

いたいです。

若
わか

　山
やま

：コロナはなかなか収
しゅうそく

束しないので心
し ん ぱ い

配ですね。でも、元
げ ん き だ

気出して！

マ　イ：はい。でも、毎
ま い に ち

日さみしくて涙
なみだ

が出
で

ます。

若
わか

　山
やま

：誰
だ れ

かに相
そ う だ ん

談してみたらどうですか。大
だ い が く

学にカウンセラーの先
せ ん せ い

生、いるでしょう？

マ　イ：大
だ い が く

学に保
ほ け ん

健センターがあるので、明
あ し た い

日行ってみます。

若
わか

　山
やま

：それがいいですね。一
い っ

回
か い

行
い

ってみてください。

マ　イ：はい。そうします。ありがとう。

会
か い わ

話❷ ホームシックになりました
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第
だい

9 課
か

病
びょうき

気になったとき

キャンパスの大
だ い が く

学会
か い か ん

館の向
む

かい側
が わ

に、保
ほ け ん

健センターがあります。保
ほ け ん

健センターには、医
い し

師

と看
か ん ご し

護師がいます。診
し ん さ つ

察や治
ち り ょ う

療をしてくれますし、薬
くすり

もくれます。また、保
ほ け ん

健センターには、

精
せ い し ん か

神科の医
い し

師もいますので、カウンセリングが受
う

けられます。カウンセリングは、先
せ ん せ い

生が親
し ん せ つ

切

に対
た い お う

応してくれます。一
ひ と り

人で悩
な や

まないで、カウンセリングの先
せ ん せ い

生に相
そ う だ ん

談しましょう。

■保
ほ

健
け ん

センターの問
もんしんひょう

診票

問
もんしんひょう

診票は、病
びょういん

院によって、また、受
じ ゅ し ん

診する科
か

によっても違
ち が

います。基
き

本
ほ ん て き

的には、生
せ い ね ん が っ ぴ

年月日、

身
しんちょう

長、体
たいじゅう

重、現
げ ん ざ い

在の症
しょうじょう

状、いつから症
しょうじょう

状が出
で

たか、原
げ ん い ん

因と思
お も

われること、今
い ま

までにかかった

病
び ょ う き

気、薬
くすり

や食
た

べ物
も の

のアレルギーの有
う む

無などを書
か

きます。今
い ま

までにかかった病
び ょ う き

気の名
な

前
ま え

やアレ

ルギーがある物
も の

は、英
え い

語
ご

か日
に

本
ほ ん

語
ご

で書
か

いておきましょう。下
し た

の写
し ゃ し ん

真は和
わ

歌
か

山
や ま

大
だ い が く

学保
ほ

健
け ん

センタ

ーの問
もんしんひょう

診票です。

読
よ

み物
もの

❶ 和
わ か や ま だ い が く

歌山大学・保
ほ け ん

健センター
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読
よ

み物
もの

❷ 地
ち い き

域の病
びょういん

院・クリニック

病
び ょ う き

気になったり、けがをした時
と き

は、大
だ い が く ほ け ん

学保健センターに行
い

きましょう。保
ほ け ん

健センターに行
い

けない時
と き

は、電
で ん わ

話で相
そ う だ ん

談してください。病
びょういん

院を紹
しょうかい

介してくれます。

　インターネットに「病
びょういん

院の専
せ ん も ん

門サイト　ドクターマップ」というサイトがあります。風
か ぜ

邪を

ひいた時
と き

やおなかが痛
い た

い時
と き

は「内
な い か

科」、骨
こ っ せ つ

折した時
と き

は「整
せ い け い げ か

形外科」、など、病
しょうじょう

状にあった病
びょういん

院

へ行
い

きます。大
お お

きいけがや重
お も

い病
びょう

気
き

の時
と き

は、119番
ば ん

に電
で ん

話
わ

をして、救
きゅうきゅうしゃ

急車を呼
よ

びましょう。

救
きゅうきゅうしゃ

急車は無
む

料
りょう

です。あなたが住
す

んでいる近
ち か

くの病
びょういん

院を探
さ が

しておきましょう。

「病
びょういん

院の専
せ ん も ん

門サイト ドクターマップ」https://www.doctor-map.info/



48 マイの和歌山大学留学 2022 ｜ May Studying abroad at Wakayama University 2022

熊
くま

　野
の

：はい、どうぞ。

マ　イ：失
し つ れ い

礼します。

熊
くま

　野
の

：ああ、マイさん。明
あ し た

日、帰
き こ く

国と

聞
き

きましたよ。

マ　イ：はい、先
せ ん せ い

生。一
い ち ね ん か ん

年間、本
ほ ん と う

当にお

世
せ わ

話になりました。いろいろあ

りがとうございました。

熊
くま

　野
の

：一
い ち ね ん

年たつのは、早
は や

いですね。

マ　イ：はい、「光
こ う い ん や

陰矢のごとし」です。先
せ ん せ い

生に教
お し

えていただきました。

熊
くま

　野
の

：ああ、そうでしたね。マイさんはこの一
い ち ね ん

年で会
か い わ

話がとても上
じ ょ う ず

手になりましたね。 

マ　イ：はい。でもまだまだです。和
わ か や ま べ ん

歌山弁はたくさん覚
お ぼ

えましたけど…。

熊
くま

　野
の

：そうですか。帰
き こ く

国の準
じ ゅ ん び

備はもうできましたか。

マ　イ：はい、終
お

わりました。荷
に も つ

物が増
ふ

えて大
た い へ ん

変でした。さきに3つ送
お く

りました。

熊
くま

　野
の

：大
た い へ ん

変ですね。でも、いい思
お も

い出
で

もたくさんできたでしょう？

マ　イ：はい、たくさんできました。みんなで熊
く ま の こ ど う

野古道へ行
い

ったのが、一
い ち ば ん た の

番楽しかったです。

和
わ か や ま

歌山の方
か た

はみんな親
し ん せ つ

切で、みかんや柿
か き

はおいしいし・・・

熊
くま

　野
の

：ああ、それは良
よ

かった。

マ　イ：先
せ ん せ い

生、本
ほ ん と う

当にいろいろご指
し ど う

導いただきありがとうございました。国
く に

へ帰
か え

っても、頑
が ん ば

張

って日
に ほ ん ご

本語の勉
べんきょう

強を続
つ づ

けます。

熊
くま

　野
の

：ぜひ頑
が ん ば

張ってください。

マ　イ：では、失
し つ れ い

礼します。

熊
くま

　野
の

：じゃあ、お元
げ ん き

気で。

マ　イ：ありがとうございます。先
せ ん せ い

生もお元
げ ん き

気で。

第
だい

10課
か

お別
か れ

れ

会
か い わ

話❶ 研
けんきゅうしつ

究室で先
せんせい

生にごあいさつ
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美
み

　香
か

：あっ、マイさん、待
ま

ってたよ。あした、帰
き こ く

国なんだね。

マ　イ：うん。美
み か

香ちゃん、いろいろ、ありがとう。美
み か

香ちゃんがいなかったら、やってい

けなかったと思
お も

う・・・

美
み

　香
か

：ううん、私
わたし

も、マイさんと一
い っ し ょ

緒に勉
べんきょう

強できて、楽
た の

しかったよ。あした、10時
じ ご ろ

頃の

飛
ひ こ う き

行機だったよね。

マ　イ：うん。

美
み

　香
か

：ごめん、あした、授
じゅぎょう

業があるから、空
く う こ う

港まで見
み お く

送りに行
い

けないの。はい、これ、

和
わ か や ま

歌山の思
お も

い出
で

に。

マ　イ：わあ、ありがとう。

美
み

　香
か

：紀
き

州
しゅう

雛
び な

だよ。

マ　イ：これ欲
ほ

しかったの。大
だ い じ

事にするね。これを見
み

たら、きっと、美
み か

香ちゃんのこと、思
お も

い出
だ

すと思う。（美
み か

香が泣
な

き出
だ

す）

　　　　美
み か

香ちゃん、泣
な

かないで。ぜひ、ベトナムへ遊
あ そ

びに来
き

てね。

美
み

　香
か

：うん、絶
ぜ っ た い

対、行
い

く。

マ　イ：国
く に

に帰
か え

ったら、すぐ、メールするね。

美
み

　香
か

：うん。じゃあ、気
き

をつけてね。

マ　イ：本
ほ ん と う

当にありがとう。

会
か い わ

話❷ 日
に ほ ん ご

本語の部
へ や

屋で美
み か

香さんと会
あ

う
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第
だい

10課
か

お別
わか

れ

■留
りゅうがくせい

学生による研
けんきゅうはっぴょうかい

究発表会

和
わ か や ま だ い が く

歌山大学では、私
し ひ り ゅ う が く せ い

費留学生（正
せ い き せ い

規生）以
い が い

外に、交
こうかんりゅうがくせい

換留学生、日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん ぶ ん か け ん し ゅ う り ゅ う が く せ い

本文化研修留学生

が学
ま な

んでいます。交
こうかんりゅうがくせい

換留学生、日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん ぶ ん か け ん し ゅ う り ゅ う が く せ い

本文化研修留学生（日
に っ け ん せ い

研生）は、ともに「日
に ほ ん ご

本語・

日
に ほ ん ぶ ん か け ん き ゅ う

本文化研究」の中
な か

で、自
みずか

らテーマを決
き

め、調
ち ょ う さ

査を行
おこな

い、資
し り ょ う

料を読
よ

み込
こ

んで、研
けんきゅう

究し、その

研
け ん き ゅ う せ い か

究成果を、毎
ま い と し ぜ ん き じ ゅ ぎ ょ う

年前期授業の最
さ い し ゅ う び

終日の研
けんきゅうはっぴょうかい

究発表会で発
はっぴょう

表します。和
わ か や ま だ い が く

歌山大学の学
が く せ い

生、教
きょうしょくいん

職員、

地
ち い き

域の方
か た が た

々、高
こ う こ う せ い

校生、海
か い が い

外の提
て い け い こ う

携校の方
か た が た

々が発
はっぴょう

表を聞
き

かれ、質
し つ ぎ お う と う

疑応答が行
おこな

われたり、発
はっぴょう

表に対
た い

する意
い け ん

見が述
の

べられたりします。みなさんが、研
けんきゅう

究したことを通
つ う

じて、大
だ い が く

学の内
な い が い

外の方
か た が た

々と

つながる良
よ

い機
き か い

会になります。日
に ほ ん ご

本語の語
ご い

彙や文
ぶ ん ぽ う

法から、日
に ほ ん

本の伝
で ん と う ぶ ん か

統文化や現
げ ん だ い

代の日
に ほ ん し ゃ か い

本社会

に至
い た

るまで、多
た き

岐にわたるテーマでの発
はっぴょう

表が行
おこな

われます。

読
よ

み物
もの

❶ 研
けんきゅうはっぴょうかい

究発表会、日
にっけんせいしゅうりょうしき

研生修了式
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読
よ

み物
もの

❷ 学
がく

位
い

記
き

授
じゅ

与
よ

式
しき

（卒
そつぎょうしき

業式）

和
わ か や ま だ い が く

歌山大学の学
が く

位
い

記
き

授
じ ゅ

与
よ

式
し き

（卒
そつぎょうしき

業式）は、毎
ま い と し

年3月
が つ

の下
げ じ ゅ ん

旬に行
おこな

われます。卒
そつぎょうせい

業生は、一
い っ ぱ ん て き

般的

に男
だ ん せ い

性はスーツ、女
じ ょ せ い

性は、スーツや振
ふ り そ で

袖を着
き

て出
しゅっせき

席しています。留
りゅうがくせい

学生は、自
じ こ く

国の伝
で ん と う て き

統的な

服
ふ く そ う

装で出
しゅっせき

席する人
ひ と

もいます。学
が く

位
い

記
き

授
じ ゅ

与
よ

式
し き

と書
か

かれた看
か ん ば ん

板の前
ま え

で、卒
そつぎょう

業証
しょう

書
し ょ

を持
も

ってうつっ

た写
し ゃ し ん

真は、一
いっしょう

生の記
き ね ん

念になりますね。卒
そつぎょうしき

業式が終
お

わると、謝
し ゃ お ん か い

恩会を行
おこな

う学
が く せ い

生たちもいます。

謝
し ゃ お ん か い

恩会は、卒
そつぎょう

業する学
が く せ い

生たちが、先
せ ん せ い が た

生方に、感
か ん し ゃ

謝を伝
つ た

えるために行
おこな

います。

■日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん ぶ ん か け ん し ゅ う り ゅ う が く せ い

本文化研修留学生　修
しゅうりょうしき

了式

日
に っ け ん せ い

研生は、毎
ま い と し

年10月
が つ

から研
けんしゅう

修を開
か い し

始し、翌
よ く ね ん

年9月
がつちゅうじゅん

中旬の修
しゅうりょうしき

了式で1年
ね ん か ん

間の研
けんしゅう

修スケジュール

が終
お

わります。修
しゅうりょうしき

了式には、和
わ か や ま だ い が く

歌山大学の学
がくちょう

長をはじめ、先
せ ん せ い が た

生方、国
こ く さ い こ う り ゅ う か

際交流課のスタッフが

出
しゅっせき

席し、学
がくちょう

長から修
しゅうりょうしょうしょ

了証書が授
じ ゅ よ

与されます。1年
ね ん か ん

間、協
きょうりょく

力し合
あ

い、同
ど う じ

時に、お互
た が

いに刺
し げ き

激をし

合
あ

いながら、日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん ぶ ん か

本文化の研
けんきゅう

究をした人
ひ と

たちと一
い っ し ょ

緒に、楽
た の

しかったこと、苦
く ろ う

労したこと

などを振
ふ

り返
か え

る最
さ い ご

後の機
き か い

会になります。
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第
だい

2部
ぶ

和
わ

歌
か

山
や ま

を 学
ま な

ぶ
和

わ

歌
か

山
や ま

で 遊
あ そ

ぶ
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　日
 に  ほ ん

本は、47の行
ぎょうせい

政区
 く  か ん

画に分
わ

けられているが、和
 わ   か  や ま け ん

歌山県は、日
 に   ほ ん

本のほぼ中
ちゅうおう

央、最
さ い だ い

大の半
は ん と う

島であ

る紀
 き   い  は ん と う

伊半島の南
な ん せ い が わ

西側を占
し

める県
け ん

である。半
は ん と う

島の南
 な ん  ぶ

部には温
お ん だ ん

暖で雨
あ め

の多
お お

い深
ふ か

い山
 さ ん  ち

地が広
ひ ろ

がり、

紀
 き    の   か わ

ノ川、有
あ り   だ   が わ

田川、日
  ひ  だか  がわ

高川、熊
く ま   の   が わ

野川など、何
な ん ぼ ん

本もの川
か わ

が、西
に し

と南
みなみ

の海
う み

に流
な が

れ込
こ

んでいる。美
うつく

しい森
も り

と

山
や ま

と海
か い が ん

岸に恵
め ぐ

まれた、自
  し  ぜん  ゆた

然豊かな県
け ん

である。

　最
さ い だ い

大の川
か わ

である紀
き

の川
か わ

は、県
け ん

の北
  ほく  ぶ

部を西
に し

に流
な が

れ、その河
 か   こ う

口に、県
けんちょう

庁のある和
  わ   か  や ま  し

歌山市が位
い ち

置して

いる。和
   わ   か  やま だいがく

歌山大学は、和
  わ   か  や ま  し

歌山市の北
ほ く ぶ

部、大
 お お さ か  ふ

阪府との県
けん ざかい

境にすぐ近
ち か

い高
た か だ い

台にあって、キャンパスか

ら南
みなみ

に、和
  わ   か  や ま  し

歌山市街
が い

とその先
さ き

の海
う み

が見
み は

晴らせる。北
き た

に峠
とうげ

を越
こ

えると大
 お お さ か  ふ

阪府で、関
か ん さ い く う こ う

西空港や大
 お お さ か  し

阪府

に１時
 じ  か ん

間かからない。

　 和
  わ     か    や ま   け ん

歌 山 県 の 人
じ ん こ う

口 は、20世
 せ い  き

紀 の 終
お

わ り に100万
ま ん  に ん

人 を 越
こ

え た が、そ の 後
あ と

は、日
  に   ほ ん  ぜ ん  た い

本 全 体 の

傾
け い こ う

向 で 人
  じん    こう   げん しょう

口 減 少 に 転
て ん

じ、2021年
ね ん

4月
が つ げ ん ざ い

現 在 は91万
ま ん

7千
  せ ん   に ん  て い 　 ど

人 程 度 で あ る（令
れ い  わ

和 2年
ね ん

4月
が つ

1日
た ち

「和
   わ    か   やま けん じん こうちょう さ

歌山県人口調査」結
 け っ  か

果より）。

紀
  き   い  は ん と う な ん  ぶ

伊半島南部に広
ひ ろ

く深
ふ か

い山
 さ ん  ち

地を抱
か か

える和
  わ    か   やま  けん

歌山県の地
 ち   せ い

勢によって、和
  わ    か   やま  けん

歌山県の市
  し  が い  ち

街地は、和
  わ   か  や ま  し

歌山市

から東
ひがし

に、紀
き

の川
 か わ  し

市、岩
  い わ   で    し

出市、橋
  は し  も と  し

本市、と続
つ づ

く、紀
　  き　　の　かわ ぞい

ノ川沿いの地
　ち　いき

域と、和
  わ   か  や ま  し

歌山市南
みなみ どなり

隣の海
  かい なん  し

南市から、

有
　あり  だ　し

田市、御
   ご   ぼ う   し

坊市、田
   た   な べ  し

辺市と南
な ん

下
か

し、そして太
たい へい よう

平洋に突
つ

き出
だ

した半
は ん

島
と う

南
な ん

端
た ん

の串
く し

本
も と

町
ちょう

を東
ひがし

側
が わ

にまわって、

熊
く ま

野
の

川
が わ

河
か

口
こ う

の新
し ん

宮
ぐ う

市
し

と海
か い

岸
が ん

線
せ ん

に沿
そ

った地
ち

域
い き

と、に限
げ ん

定
て い

されている。鉄
て つ

道
ど う

も、大
お お

阪
さ か

とは３本
ぼ ん

の線
せ ん

で

つながっているが、他
ほ か

は、紀
き

ノ
の

川
か わ

沿
ぞ

いと海
か い

岸
が ん

沿
ぞ

いの線
せ ん

に限
か ぎ

られている。

　第
だ い

2部
ぶ

で取
と

り上
あ

げるように、和
わ

歌
か

山
や ま

は古
ふ る

い歴
れ き

史
し

をもち、和
わ

歌
か

山
や ま

市
し

は、中
ちゅう

世
せ い

から近
き ん

世
せ い

には日
に

本
ほ ん

有
ゆ う

数
す う

の都
と

市
し

となり、近
き ん

代
だ い

のはじめには、繊
せ ん

維
い

産
さ ん

業
ぎょう

を中
ちゅう

心
し ん

にした工
こ う

業
ぎょう

都
と

市
し

となった。しかし自
し

然
ぜ ん

豊
ゆ た

か

な和
わ

歌
か

山
や ま

は、その後
ご

、大
だ い

企
き

業
ぎょう

の工
こ う

場
じょう

が立
り っ

地
ち

したり地
じ

場
ば

産
さ ん

業
ぎょう

も発
は っ

展
て ん

したが、県
け ん

全
ぜ ん

体
た い

としては、大
だ い

規
き

模
ぼ

ようこそ、和
  わ 　 か   や ま

歌山へ！
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工
こ う

業
ぎょう

化
か

を軸
じ く

とする近
き ん

代
だ い

化
か

とは別
べ つ

の道
み ち

を歩
あ ゆ

んだ。生
せ い

産
さ ん

量
りょう

日
に

本
ほ ん

一
い ち

のみかんや梅
う め

により「果
か

樹
じ ゅ

王
お う

国
こ く

」

といわれる農
の う

業
ぎょう

や農
の う

産
さ ん

物
ぶ つ

、さらに水
す い

産
さ ん

業
ぎょう

、林
り ん

業
ぎょう

といった、豊
ゆ た

かな自
し

然
ぜ ん

に支
さ さ

えられた産
さ ん

業
ぎょう

が重
じゅう

要
よ う

な

産
さ ん

業
ぎょう

となっており、近
き ん

年
ね ん

では、観
か ん

光
こ う

にも力
ちから

をいれている。

画像提供1-3：公益社団法人和歌山県観光連盟

1 2 3
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■紀
き い

伊・熊
くま

野
の

　奈
な

良
ら

盆
ぼ ん

地
ち

を都
みやこ

として日
に

本
ほ ん

の国
く に

が形
かたち

を整
ととの

えられていった古
こ

代
だ い

、都
みやこ

の南
みなみ

に広
ひ ろ

がる森
し ん

林
り ん

豊
ゆ た

かな「木
き の

国
く に

」は「紀
き い の く に

伊国」と名
な

づけられ、さらに都
みやこ

から遠
と お

い南
み な

部
べ

地
ち

域
い き

は「熊
く ま

野
の

」と呼
よ

ばれたが、「紀
き い の く に

伊国」は、

多
た

少
しょう

の増
ぞ う

減
げ ん

がありつつ、熊
く ま

野
の

も含
ふ く

んで、近
き ん

世
せ い

の「紀
き

州
しゅう

藩
は ん

」、近
き ん

代
だ い

の「和
わ

歌
か

山
や ま

県
け ん

」に受
う

け継
つ

がれていっ

た。今
い ま

も、「紀
き

伊
い

半
は ん

島
と う

」や「紀
き

の川
か わ

」など、地
ち

名
め い

や駅
え き

名
め い

などに、「紀
き

伊
い

」「紀
き

」が多
お お

く使
つ か

われている。

■熊
くま

野
の

信
しん

仰
こう

　深
ふ か

い森
し ん

林
り ん

におおわれた紀
き

伊
い

山
さ ん

地
ち

は、古
ふ る

い時
じ

代
だ い

から神
か み

々
が み

の住
す

む聖
せ い

域
い き

と考
かんが

えられ、険
け わ

しい山
さ ん

地
ち

で

修
し ゅ

行
ぎょう

する山
さ ん

岳
が く

宗
しゅう

教
きょう

の場
ば

ともなった。仏
ぶっきょう

教が伝
つ た

わると、熊
く ま

野
の

川
が わ

の中
ちゅうりゅう

流と河
か

口
こ う

に建
た

てられた三
み っ

つの

神
じ ん じ ゃ

社、熊
く ま

野
の

三
さ ん ざ ん

山は、神
し ん ど う

道と仏
ぶっきょう

教の融
ゆ う ご う

合した独
ど く と く

特の信
し ん こ う

仰の場
ば

となる。大
お お み ね ざ ん

峰山は今
い ま

も、高
こ う

野
や

山
さ ん

も近
き ん ね ん

年

まで、女
じ ょ せ い

性の立
た

ち入
い

りを拒
こ ば

んで来
き

たが、熊
く ま

野
の

三
さ ん ざ ん

山は、女
じ ょ せ い

性を含
ふ く

むすべての人
ひ と

に開
ひ ら

かれ、熊
く ま

野
の

信
し ん こ う

仰

は全
ぜ ん こ く

国に広
ひ ろ

がっていく。

■熊
くま

野
の

古
こ

道
どう

　熊
く ま

野
の

は、天
て ん の う ぞ く

皇族の祖
そ

先
せ ん

神
し ん

話
わ

でも重
じゅうよう

要な土
と ち

地であり、古
こ

代
だ い

の後
こ う は ん

半から、皇
こ う ぞ く

族が大
だ い

規
き ぼ

模な熊
く ま

野
の

詣
もうで

を繰
く

り返
か え

すようになった。それに伴
ともな

い、参
さ ん け い

詣に向
む

かう道
み ち

が整
せ い

備
び

され、街
か い ど う

道沿
ぞ

いに九
く

十
じゅう

九
く

王
お う

子
じ

と呼
よ

ばれる神
し ん

祠
し

が置
お

かれた。熊
く ま

野
の

参
さ ん け い

詣は、皇
こ う ぞ く

族貴
き

族
ぞ く

だけではなく庶
し ょ み ん

民の間
あいだ

にも広
ひ ろ

がり、全
ぜ ん こ く か く

国各

地
ち

で参
さ ん け い だ ん た い

詣団体が組
そ

織
し き

され熊
く ま

野
の

を目
め

指
ざ

し、「蟻
あ り

の熊
く ま

野
の

詣
もうで

」と呼
よ

ばれるほど盛
さ か

んになる。今
い ま

も、古
ふ る

い

参
さ ん け い ど う

詣道、「熊
く ま

野
の

古
こ

道
ど う

」は、多
お お

くの人
ひ と び と

々を呼
よ

び寄
よ

せている。

世
せ

界
か い

遺
い

産
さ ん

紀
き

伊
い

山
さ ん

地
ち

の霊
れ い

場
じょう

と参
さ ん

詣
け い

道
ど う

1
古
こ

代
だい

の都
みやこ

、京
きょうと

都、奈
な ら

良の南
みなみ

に広
ひろ

がる紀
き い

伊、熊
くま

野
の

は、海
うみ

と山
やま

と森
もり

の美
うつく

しさと霊
れいてき

的な雰
ふん

囲
い

気
き

によって、古
ふる

くから知
し

られた地
ち

域
いき

であ

った。人
ひとびと

々が列
れつ

をなして巡
じゅんれい

礼に向
む

かった「熊
くま

野
の

三
さんざん

山」、有
ゆうめい

名な僧
そうくうかい

空海が山
さんちゅう

中に開
ひら

いた「高
こう

野
や

山
さん

」、厳
きび

しい山
さんがくしゅぎょう

岳修行で知
し

られる

「吉
よし

野
の

・大
おおみねざん

峰山」。これらの霊
れいじょう

場と参
さんけい

詣に向
む

かう巡
じゅんれいどう

礼道は、「紀
き い

伊山
さん

地
ち

の霊
れいじょう

場と参
さんけいどう

詣道」として、2004年
ねん

に、ユネスコ世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登
とうろく

録された。
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■平
へいあんぶっきょう

安仏教と空
くうかい

海

　古
こ

来
ら い

、日
に

本
ほ ん

列
れ っ と う

島では多
お お

くの自
し

然
ぜ ん

神
し ん

が信
し ん こ う

仰されていたが、奈
な ら

良盆
ぼ ん

地
ち

に天
て ん の う ぞ く

皇族を中
ちゅうしん

心とする

全
ぜ ん こ く て き

国的な政
せ い け ん

権ができると、大
た い り く

陸から朝
ち ょ う せ ん は ん と う け い

鮮半島経由
ゆ

で仏
ぶっきょう

教が伝
つ た

わり、国
こ っ

家
か

宗
しゅうきょう

教となって、大
だ い

寺
じ

院
い ん

や大
だ い ぶ つ

仏が建
け ん ぞ う

造される。その後
ご

、都
みやこ

が京
きょう

都
と

に移
う つ

ると、新
あたら

しい仏
ぶっきょう

教が求
も と

められ、共
と も

に中
ちゅうごく

国に渡
わ た

った僧
そ う

最
さいちょう

澄と空
く う か い

海が、最
さ い し ん

新の仏
ぶっきょう

教理
り

論
ろ ん

を持
も

ち帰
か え

って、それぞれ宗
しゅう

派
は

をたてた。高
こ う

野
や

山
さ ん

は、空
く う か い

海が開
ひ ら

いた

寺
じ

院
い ん

都
と し

市である。

■高
こう

野
や

山
さん

　空
く う か い

海は、天
て ん の う

皇の庇
ひ ご

護を受
う

けて、高
こ う

野
や

山
さ ん

の山
さんちゅう

中に金
こ ん ご う

剛峯
ぶ

寺
じ

を建
た

てたが、以
い ご

後、高
こ う

野
や

山
さ ん

には寺
じ

院
い ん

が

増
ふ

え、一
いちだいしゅうきょう

大宗教都
と し

市となっていく。森
し ん り ん

林の中
な か

の奥
お く

の院
い ん

には今
い ま

なお空
く う か い

海がいるとされ、無
む

数
す う

の墓
ぼ ち

地

や貴
き

重
ちょう

な仏
ぶ つ ぞ う

像を蔵
ぞ う

する寺
じ

院
い ん

、さらには大
だ い が く

学もあり、宿
しゅくぼう

坊と呼
よ

ばれる、宿
しゅくはく

泊できる寺
じ

院
い ん

が点
て ん ざ い

在して

いる。かつては修
しゅぎょう

行の場
ば

として女
じ ょ せ い

性の入
にゅうざん

山を拒
こ ば

んでいたが、現
げ ん ざ い

在はケーブルカーや自
じ

動
ど う し ゃ ど う

車道が

整
せ い

備
び

され、誰
だ れ

もが宿
しゅくぼう

坊で仏
ぶ き ょ う

教体
た い け ん

験ができる。

高野山高野山

本宮本宮

那智那智

新宮新宮

和歌山和歌山

中 辺 路中 辺 路

大 辺 路大 辺 路

紀
州
路

紀
州
路

熊
野
三
山

熊
野
三
山

和歌山市和歌山市

海南海南

田辺田辺

勝浦勝浦

新宮新宮

吉野山吉野山

画像提供1-4：公益社団法人和歌山県観光連盟
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■万
まんよう

葉の歌
うた

枕
まくら

、紀
き い の く に

伊国

　奈
な

良
ら

地
ち

方
ほ う

に都
みやこ

があった古
こ

代
だ い

、南
みなみ

に広
ひ ろ

がる紀
き い

伊の国
く に

の美
うつく

しい山
や ま

と海
う み

の景
け

色
し き

は、都
みやこ

の貴
き

人
じ ん

たちの

旅
た び

心
ごころ

を誘
さ そ

った。奈
な

良
ら

の都
みやこ

から紀
き い の く に

伊国を訪
おとず

れた天
て ん の う

皇や貴
き

族
ぞ く

たちは、紀
き

の川
か わ

に沿
そ

って西
に し

に進
す す

んで海
う み

に出
で あ

会い、海
か い が ん

岸沿
ぞ

いに旅
た び

をし、牟
む ろ

呂の湯
ゆ

（白
し ら は ま お ん せ ん

浜温泉）で休
や す

み、それぞれの土
と ち

地の風
ふ う け い

景に寄
よ

せて歌
う た

を

詠
よ

んだ。奈
な ら

良時
じ

代
だ い

の末
ま っ

期
き

に成
せ い り つ

立したとみられる現
げ ん ぞ ん さ い

存最古
こ

の歌
か

集
しゅう

『万
まんようしゅう

葉集』には、和
わ か

歌山
や ま

の各
か く

地
ち

で

作
つ く

られた歌
う た

が、百
ひゃくすうじゅっしゅ

数十首も入
は い

っている。

■和
わ か

歌の聖
せい

地
ち

、和
わ か の う ら

歌浦

　中
な か

でも有
ゆ う め い

名な歌
う た

は、天
て ん の う

皇の一
い っ こ う

行が、紀
き

の川
か わ

の河
か

口
こ う

若
わかのうら

浦を訪
おとず

れた時
と き

、歌
か

人
じ ん

の山
や ま べ の あ か ひ と

部赤人が詠
よ

んだ歌
う た

である。「若
わかのうら

浦に潮
し お

満
み

ちくれば潟
か た

をなみ芦
あ し

辺
べ

をさして鶴
つ る

鳴
な

き渡
わ た

る」。潮
し お

が満
み

ちつつある干
ひ

潟
が た

の空
そ ら

を鶴
つ る

が飛
と

ぶ美
うつく

しい風
ふ う け い

景が歌
う た

われた地
ち

は、いま公
こ う え ん

園として整
せ い

備
び

され、「万
ま ん よ う

葉記
き

念
ね ん か ん

館」が建
た

てられて

いる。平
へ い あ ん

安時
じ

代
だ い

の歌
か

人
じ ん

紀
き の

貫
つ ら ゆ き

之が、『古
こ

今
き ん

和
わ か

歌集
しゅう

』でこの歌
う た

を称
しょうさん

賛し、「若
わかのうら

浦」は和
わ か

歌の聖
せ い

地
ち

として

「和
わ か の う ら

歌浦」と呼
よ

ばれることになる。

■「安
あんちん

珍・清
きよひめ

姫伝
でんせつ

説」と道
どうじょう

成寺
じ

　安
あ ん ち ん

珍・清
き よ ひ め で ん せ つ

姫伝説とは、和
わ か

歌山
や ま け ん

県日
ひ

高
だかがわちょう

川町にある道
どうじょう

成寺
じ

にまつわる伝
で ん せ つ

説であり、「道
どうじょう

成寺
じ

縁
え ん

起
ぎ

」と

も呼
よ

ばれる。若
わ か

い僧
そ う

の安
あ ん ち ん

珍に恋
こ い

をした清
き よ ひ め

姫が、約
や く そ く

束を破
や ぶ

った僧
そ う

のあとを追
お

いかけ、恨
う ら

み、怒
い か

りの

あまり蛇
じ ゃ た い

体に変
へ ん

じて、寺
て ら

の鐘
か ね

の中
な か

に逃
に

げこんだ僧
そ う

を鐘
か ね

もろともに焼
や

き殺
こ ろ

してしまうという内
な い よ う

容

で、能
の う

、歌
か ぶ き

舞伎、浄
じょう

瑠
る

璃
り

などさまざまな題
だ い ざ い

材にされてきた。

道
どうじょう

成寺
じ

は701年
ね ん

に建
た

てられ、和
わ か

歌山
や ま け ん な い

県内で最
もっと

も古
ふ る

い寺
て ら

である。道
どうじょう

成寺
じ

所
し ょ ぞ う

蔵の『道
どうじょう

成寺
じ

縁
え ん

起
ぎ

物
も の

語
がたり

絵
え

巻
ま き

』は、重
じゅうようぶん

要文化
か

財
ざ い

に指
し

定
て い

されている。また、道
どうじょう

成寺
じ

の僧
そ う り ょ

侶が安
あ ん ち ん

珍と清
き よ ひ め

姫の絵
え

巻
ま き も の

物を見
み

せながら

絵
え

解
と

き説
せ っ ぽ う

法を行
おこな

っており、参
さ ん け い し ゃ

詣者に仏
ぶっきょう

教の教
お し

えを伝
つ た

えている。

ー和
わ か の う ら

歌浦と道
どうじょう

成寺
じ

ー古
こ

典
て ん

文
ぶ ん が く

学・古
こ

典
て ん

芸
げ い の う

能2
漢
かん

字
じ

の伝
でんらい

来によって、日
に

本
ほん

の文
も じ

字文
ぶん

化
か

が開
かい

花
か

する。奈
な ら

良時
じ

代
だい

、歴
れき

史
し

書
しょ

が作
つく

られ、和
わ か

歌が生
う

まれ、景
け

色
しき

に優
すぐ

れた紀
き い

伊では、

「和
わかのうら

歌浦」をはじめ、多
おお

くの歌
うた

が詠
よ

まれる。続
つづ

く平
へいあん

安時
じ

代
だい

には、国
こくふう

風（和
わ

風
ふう

）文
ぶん

化
か

の展
てんかい

開の中
なか

で生
う

まれた「かな」を使
つか

って随
ずいひつ

筆

や日
にっ

記
き

が書
か

かれ、物
もの

語
がたり

が書
か

き留
と

められる。和
わ か

歌山
やま

の道
どうじょう

成寺
じ

に伝
つた

わる物
もの

語
がたり

も、『今
こんじゃくもの

昔物語
がたり

集
しゅう

』などに収
しゅう

録
ろく

され、その後
ご

、能
のう

や

歌
か ぶ き

舞伎などの有
ゆうめい

名な演
えんもく

目となって受
う

け継
つ

がれてゆく。
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■能
のう

　能
の う

は室
む ろ ま ち

町時
じ

代
だ い

の観
か ん

阿
あ み

弥、世
ぜ あ み

阿弥父
ふ し

子が完
か ん せ い

成させたもので、能
の う

舞
ぶ

台
た い

で能
の う め ん

面を用
も ち

いて演
え ん

じられる

踊
お ど

りと歌
う た

と音
お ん が く

楽が一
い っ し ょ

緒になった演
え ん げ き

劇で、狂
きょうげん

言と密
み っ せ つ

接な関
か ん け い

係を持
も

っている。狂
きょうげん

言は仕
し

草
ぐ さ

と台
せ り

詞
ふ

に

よって演
え ん

じられる喜
き

劇
げ き

で、能
の う

と狂
きょうげん

言を一
い っ か つ

括して「能
の う が く

楽」とよぶ。今
い ま

も日
に

本
ほ ん

の代
だいひょうてき

表的な伝
で ん と う げ い の う

統芸能と

して演
え ん

じられ、ユネスコの無
む

形
け い

文
ぶ ん

化
か

遺
い

産
さ ん

に登
と う ろ く

録されている。能
の う

と狂
きょうげん

言は14世
せ い

紀
き

から現
げ ん だ い

代まで演
え ん

じ継
つ

がれていて、世
せ

界
か い

でもっとも長
な が

い演
え ん げ き せ い め い

劇生命と伝
で ん と う

統をもっている。

■歌
か ぶ き

舞伎

　歌
か ぶ き

舞伎は、音
お ん が く

楽、踊
おどり

、芝
し ば い

居がひとつになった、戦
せ ん ご く

国時
じ

代
だ い

から400年
ね ん

以
い

上
じょう

の歴
れ き

史
し

をもつ日
に

本
ほ ん

の

伝
で ん と う げ い の う

統芸能である。派
は で

手な服
ふ く そ う

装や常
じょうしきはず

識外れの行
おこない

を表
あらわ

す「傾
か ぶ

（かぶ）く」という言
こ と

葉
ば

が由
ゆ

来
ら い

で、江
え ど じ

戸時代
だ い

の初
は じ

めに、出
い ず も

雲の阿
お

国
く に

という女
じ ょ せ い

性が演
え ん

じた「かぶき踊
お ど

り」が始
は じ

まりとされている。そこから遊
ゆ う じ ょ

女

歌
か ぶ き

舞伎、若
わ か し ゅ

集歌
か ぶ き

舞伎が流
りゅうこう

行してゆくが、風
ふ う ぞ く

俗を乱
み だ

すと幕
ば く

府
ふ

に禁
き ん

じられ、やがて、男
だ ん せ い

性の専
せ ん も ん や く し ゃ

門役者が

女
じ ょ せ い

性を演
え ん

じる「歌
か ぶ き

舞伎」が生
う

まれた。今
い ま

では昔
むかし

から上
じょうえん

演されてきた演
え ん も く

目だけでなく、現
げ ん だ い

代の技
ぎ

術
じゅつ

や

漫
ま ん

画
が

などの物
も の

語
がたり

をとり入
い

れた新
あたら

しい作
さ く ひ ん

品も上
じょうえん

演され、多
お お

くの人
ひ と

を楽
た の

しませている。

画像提供1-5：公益社団法人和歌山県観光連盟
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■紀
きしゅう

州の共
きょうわこく

和国

　古
こ

代
だ い

の天
て ん の う

皇と貴
き

族
ぞ く

による全
ぜ ん こ く

国支
し

配
は い

を終
お わ

わらせ、新
し ん

時
じ

代
だ い

を開
ひ ら

いたのは、各
か く

地
ち

で力
ちから

を付
つ

けた武
ぶ し

士

集
しゅうだん

団だった。中
ちゅうせい

世は、自
じ

分
ぶ ん

の力
ちから

に頼
た よ

る時
じ

代
だ い

である。武
ぶ し

士だけでなく、寺
じ

院
い ん

も武
ぶ

装
そ う

し、農
の う み ん

民もしばし

ば団
だ ん け つ

結して圧
あ っ せ い

政に抵
て い こ う

抗した。古
こ

代
だ い

の国
こ っ

家
か

仏
ぶっきょう

教とは異
こ と

なり、民
みんしゅう

衆に支
さ さ

えられた仏
ぶっきょう

教が生
う

まれ、農
の う み ん

民

の団
だ ん け つ

結の軸
じ く

となった。やがて有
ゆうりょく

力な武
ぶ じ

士（大
だいみょう

名）が領
りょうごく

国を支
し

配
は い

し、全
ぜ ん こ う と う い つ

国統一を争
あらそ

う戦
せ ん ご く

国時
じ

代
だ い

を迎
む か

えるが、紀
き い

伊では、一
い っ こ く

国を支
し

配
は い

する大
だいみょう

名が生
う

まれなかった。

■根
ねごろしゅう

来衆

　高
こ う

野
や

山
さ ん

は、高
こ う

野
や

衆
しゅう

と呼
よ

ばれる僧
そ う へ い し ゅ う だ ん

兵集団を擁
よ う

していたが、高
こ う

野
や

山
さ ん

から分
わ

かれた根
ね

来
ご ろ

寺
じ

も、紀
き

の

川
か わ

沿
ぞ

いの広
こ う だ い

大な谷
た に

に多
お お

くの寺
じ

院
い ん

・屋
や

敷
し き

を抱
か か

えた一
い ち だ い

大宗
しゅうきょう

教都
と し

市を形
け い せ い

成していた。広
こ う だ い

大な寺
じ

領
りょう

を

もち、根
ね

来
ご ろ

衆
しゅう

とよばれる僧
そ う へ い

兵は、強
きょうりょく

力な鉄
て っ ぽ う た い

砲隊で知
し

られる。豊
と よ と み ひ で よ し

臣秀吉の紀
き

州
しゅう

攻
ぜ

めでは、高
こ う

野
や

山
さ ん

は

降
こ う ふ く か ん こ く

伏勧告に応
お う

じるが、根
ね

来
ご ろ

寺
じ

は炎
えんじょう

上する。現
げ ん ざ い

在は、周
しゅうへん

辺が史
し

跡
せ き

として整
せ い

備
び

され、残
の こ

っている国
こ く ほ う

宝

の大
だ い と う

塔や大
だ い も ん

門に、往
お う

時
じ

の栄
え い

華
が

をしのぶことができる。

■雑
さい

賀
か

惣
そうこく

国

　現
げ ん ざ い

在の和
わ か

歌山
や ま

市
し

付
ふ

近
き ん

には雑
さ い

賀
か

惣
そ う こ く

国があった。５組
く み

に分
わ

かれて、それぞれ自
じ ち

治的
て き

なつながりを

もっていた。雑
さ い

賀
か

衆
しゅう

は、海
か い う ん

運や貿
ぼ う え き

易による高
た か

い経
けいざいりょく

済力を背
は い け い

景に、強
きょうりょく

力な海
かいぐんりょく

軍力と鉄
てっぽうりょく

砲力に優
す ぐ

れ、

雑
さ い

賀
か

鉄
てっぽうしゅう

砲衆と根
ね

来
ご ろ

鉄
てっぽうしゅう

砲衆は、質
しつりょう

量ともに戦
せ ん ご く

国時
じ

代
だ い ず い い ち

随一の鉄
て っ ぽ う た い

砲隊として知
し

られる。傭
よ う へ い

兵としても

活
か つ や く

躍し、織
お だ

田信
の ぶ な が

長が、全
ぜ ん こ く と う い つ

国統一を目
め

指
ざ

して、宗
しゅうきょうてきけっそく

教的結束によって抵
て い こ う

抗する本
ほ ん が ん

願寺
じ

を攻
せ

めた際
さ い

に

は、雑
さ い

賀
か

衆
しゅう

は、信
し ん こ う

仰を同
お な

じくする本
ほ ん が ん

願寺
じ

を支
し

援
え ん

して信
の ぶ な が

長と戦
たたか

った。

ー根
ね

来
ごろ

衆
しゅう

と雑
さい

賀
か

衆
しゅう

ー最
さ い

後
ご

の共
きょう

和
わ

国
こ く

3
戦
せんごく

国時
じ

代
だい

の終
お

わりに日
に

本
ほん

を訪
おとず

れたポルトガル人
じん

宣
せんきょう

教師
し

のルイス・フロイスは、紀
きいのくに

伊国には、「大
おお

いなる共
きょう

和
わ

国
こくてきそんざい

的存在」があり、「い

かなる戦
せんそう

争によっても滅
ほろ

ぼすことができなかった」と紹
しょうかい

介している。それら、紀
き

州
しゅう

惣
そうこく

国一
いっ

揆
き

と呼
よ

ばれる、寺
じ

院
いん

や農
のうみん

民の自
じ ち

治 共
きょう

和
わ

国
こく

は、全
ぜんこくとう

国統一
いつ

を目
め ざ

指す織
お だ

田信
のぶなが

長、豊
とよとみひでよし

臣秀吉に最
さい

後
ご

まで抵
ていこう

抗するが、遂
つい

に秀
ひでよし

吉の紀
き

州
しゅう

攻
ぜ

めにより壊
かいめつ

滅する。中
ちゅうせいさい

世最後
ご

の共
きょう

和
わ

国
こく

の敗
はいぼく

北とともに、時
じ

代
だい

は近
きんせい

世へと向
む

かうことになる。
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■秀
ひでよし

吉の紀
き し ゅ う ぜ

州攻め

　全
ぜ ん こ く と う い つ

国統一支
し

配
は い

を目
め ざ

指す信
の ぶ な が

長にとって、本
ほ ん が ん

願寺
じ

と結
む す

ぶ雑
さ い

賀
か

衆
しゅう

は強
きょうりょく

力な敵
て き

だった。信
の ぶ な が

長は、「自
じ ち

治

共
きょう

和
わ

国
こ く

」ともいえる紀
き

州
しゅう

の寺
じ

社
し ゃ

勢
せいりょく

力や惣
そ う こ く

国一
い っ き

揆勢
せいりょく

力を、大
た い ぐ ん

軍を動
ど う い ん

員して攻
せ

めるが、多
た

大
だ い

な損
そ ん が い

害を

受
う

けて退
たいきゃく

却する。しかし、1585年
ね ん

、信
の ぶ な が

長の後
あ と

をついだ秀
ひ で よ し

吉が、6万
ま ん

の軍
ぐ ん ぜ い

勢で紀
き い の く に

伊国に侵
し ん こ う

攻する

と、秀
ひ で よ し ぐ ん

吉軍の前
ま え

に、高
こ う

野
や

山
さ ん

は降
こ う ふ く

伏し、根
ね

来
ご ろ

寺
で ら

は炎
えんじょう

上。雑
さ い

賀
か

惣
そ う こ く

国も、内
な い

部
ぶ

対
た い り つ

立もあって敗
は い ぼ く

北し、一
い ち

部
ぶ

の残
ざ ん と う

党が、現
げ ん

ＪＲ和
わ か

歌山
や ま え き

駅東
ひがし

側
が わ

にあった太
お お

田
た

城
じょう

に立
た

てこもる。

■ 刀
かたな

狩
が

り　兵
へいのうぶん

農分離
り

　秀
ひ で よ し ぐ ん

吉軍は、紀
き

南
な ん

も制
せ い あ つ

圧した後
あ と

、雑
さ い

賀
か

残
ざ ん と う

党が籠
ろうじょう

城する太
お お

田
た

城
じょう

を囲
か こ

み、城
し ろ

の周
ま わ

りに長
ちょうだい

大な堤
て い ぼ う

防を

築
き ず

いて、水
すいりょうゆた

量豊かな紀
き

の川
か わ

の水
み ず

を入
い

れ水
み ず

攻
ぜ

めにする。太
お お

田
た

城
じょう

は、１か月
げ つ

あまり抵
て い こ う

抗したが遂
つ い

に

降
こ う ふ く

伏。平
へ い て い

定された紀
き い

伊一
い っ こ く

国は、秀
ひ で よ し

吉の弟
おとうと

、羽
は

柴
し ば

秀
ひ で な が

長に与
あ た

えられる。秀
ひ で よ し

吉は「刀
かたな

狩
が

り」令
れ い

を出
だ

し、

以
い ご

後、百
ひゃくしょう

姓の武
ぶ き

器所
し ょ じ

持を禁
き ん

じる。兵
へ い の う ぶ ん り

農分離の意
い と

図を示
し め

す一
い ち ば ん は や

番早い史
し り ょ う

料である。こうして、「最
さ い

後
ご

の

共
きょう

和
わ

国
こ く

」と共
と も

に、自
じ

力
り き

救
きゅうさい

済の中
ちゅうせい

世が終
お

わる。

総光寺由来并太田城水責図（和歌山市立博物館所蔵）
画像提供1：公益社団法人和歌山県観光連盟　2：孫市の会
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■紀
き

州
しゅう

藩
はん

　戦
せ ん ご く

国時
じ

代
だ い

の最
さいしゅうしょうしゃ

終勝者となった徳
と く が わ い え や す

川家康は、江
え ど

戸（現
げ ん ざ い

在の東
とうきょう

京）に武
ぶ し

士政
せ い け ん

権を開
ひ ら

く。以
い ご

後、各
か く は ん

藩を

治
お さ

める武
ぶ け

家を徳
とくがわしょうぐん

川将軍がまとめる、安
あ ん て い

定した政
せ い

治
じ

体
た い せ い

制が、おおむね平
へ い

和
わ

に続
つ づ

く。和
わ か

歌山
や ま

城
じょう

には、一
い ち

時
じ き

期浅
あ さ

野
の

家
け

が入
は い

るが、経
け い ざ い

済都
と し

市大
お お さ か

阪と政
せ い

治
じ

都
と し え ど

市江戸を結
む す

ぶ海
かいじょうこうつう

上交通路
ろ

に面
め ん

する紀
き い の く に

伊国を重
じゅう

視
し

し

た家
い え や す

康は、紀
き い

伊と熊
く ま

野
の

を合
あ

わせた紀
き

州
しゅう

藩
は ん

を作
つ く

って我
わ

が子
こ

を藩
は ん し ゅ

主とする。以
い ご

後、明
め い

治
じ

維
い

新
し ん

まで、和
わ か

歌

山
やまじょう

城は徳
と く が わ

川家
け

の居
きょじょう

城、藩
はんちょう

庁として機
き

能
の う

する。

■御
ご

三
さん

家
け

と吉
よしむね

宗

　家
い え や す

康の血
け っ と う

統を受
う

けた紀
き

州
しゅう

徳
と く が わ

川家
け

は、将
しょうぐん

軍家
け

を支
さ さ

える「御
ご

三
さ ん

家
け

」と位
い ち づ

置付けられ、７代
だ い

将
しょうぐん

軍の

血
け っ と う

統が途
と だ

絶えたため、紀
き

州
しゅう

徳
と く が わ

川家
け

の藩
は ん し ゅ よ し む ね

主吉宗が8代
だ い

将
しょうぐん

軍に就
つ

く。将
しょうぐん

軍となった吉
よ し む ね

宗は、「享
きょうほう

保の

改
か い か く

革」を行
おこな

って、幕
ば く

府
ふ

の体
た い せ い

制を立
た

て直
な お

す。ただ、数
か ず か ず

々の行
ぎょうせい

政改
か い か く

革とともに、率
そ っ せ ん

先して節
せ っ せ い

制に努
つ と

めて

財
ざ い せ い さ い け ん

政再建を行
おこな

ったが、米
こ め

への課
か

税
ぜ い

に支
さ さ

えられた財
ざ い せ い

政と貨
か

幣
へ い

経
け い ざ い

済の進
し ん て ん

展という、近
き ん せ い

世幕
ば く は ん た い せ い

藩体制の

構
こ う ぞ う て き

造的矛
む

盾
じゅん

は以
い ご

後も続
つ づ

く。

将
しょう

軍
ぐ ん

が育
そ だ

った和
わ か

歌山
や ま

城
じょう

4
和
わ か

歌山
やま

市
し

の中
ちゅうおう

央、堀
へい

と石
いしがき

垣で守
まも

られた山
さんじょう

上に、天
てんしゅかく

守閣がそびえている。和
わ か

歌山
やま

城
じょう

である。秀
ひでよし

吉から紀
き

州
しゅう

を与
あた

えられた秀
ひでなが

長が築
ちくじょう

城

を開
かい

始
し

した城
しろ

は、場
ば

所
しょ

の地
ち

名
めい

である岡
おかやま

山と、景
けいしょう

勝地
ち

和
わ か

歌の浦
うら

とを合
あ

わせて「和
わ か

歌山
やま

城
じょう

」と命
めいめい

名され、これが和
わ か

歌山
やま

という地
ち

名
めい

の始
はじ

まりとなる。その後
ご

城
しろ

は、徳
とくがわ

川家
け

に受
う

け継
つ

がれ、明
めい

治
じ い

維新
しん

で役
やく

目
め

を終
お

えるが、公
こうえん

園として整
せい

備
び

され、戦
せんそう

争で炎
えんじょう

上した天
てんしゅかく

守閣も再
さいげん

現さ

れて、春
はる

には桜
さくら

の花
はな

に包
つつ

まれ、大
おおぜい

勢の市
し

民
みん

を集
あつ

める。　

1
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■和
わ か や ま じ ょ う

歌山城公
こうえん

園

　和
わ か

歌山
やまじょう

城は、1945年
ね ん

の空
くうしゅう

襲により、石
い し が き

垣、堀
ほ り

の他
ほ か

、岡
お か ぐ ち も ん

口門と土
ど

塀
べ い

、追
お い

廻
まわし

門
も ん

以
い

外
が い

が破
は

壊
か い

され炎
えんじょう

上

した。戦
せ ん

後
ご

、天
て ん し ゅ か く

守閣が現
げ ん だ こ う ほ う

代工法で再
さ い け ん

建され、一
い ち

の橋
は し

、大
お お

手
て

門
も ん

、御
お

橋
は し

廊
ろ う

下
か

も再
さ い げ ん

現された。西
に し

の丸
ま る

には

池
ち

泉
せ ん

廻
か い ゆ う し き

遊式庭
て い え ん

園の紅
も み じ

葉渓
だ に

があり、茶
ち ゃ し つ

室も建
た

てられて気
き

軽
が る

にお茶
ち ゃ せ き

席を楽
た の

しむこともできる。城
し ろ あ と

跡

として現
げ ん ぞ ん

存しているのは最
さ い せ い

盛期
き

の4分
ぶ ん

の1ほどの面
め ん せ き

積であるが、城
じょうかくない

郭内は国
く に

史
し

跡
せ き

に指
し

定
て い

され、日
に

本
ほ ん

城
じょうかく

郭協
きょうかい

会から日
に

本
ほ ん

100名
めいじょう

城に認
に ん て い

定されている。

■城
じょうか

下町
まち

　和
わ か

歌山
やま

　当
と う し ょ

初、和
わ か

歌山
やまじょう

城の正
せ い も ん

門（大
お お

手
て

門
も ん

）は、城
じょうかく

郭南
な ん と う

東にある現
げ ん ざ い

在の岡
お か ぐ ち も ん

口門で、東
ひがし

に古
こ

代
だ い

以
い

来
ら い

の日
に ち ぜ ん ぐ う

前宮と

熊
く ま

野
の

街
か い ど う

道、西
に し

に水
す い ぐ ん

運拠
き ょ て ん

点の紀
きのみなと

湊という場
ば

所
し ょ

に立
り っ

地
ち

して、城
じょうなん

南に寺
て ら ま ち

町や武
ぶ け や

家屋敷
し き

が配
は い

置
ち

された。そ

の後
ご

、現
げ ん ざ い

在の一
い ち

の橋
は し が わ

側が大
お お

手
て

門
も ん

となり、北
き た

に本
ほ ん ま ち す じ

町筋が整
せ い

備
び

され、城
じょう

下
か

町
ま ち

が発
は っ て ん

展していった。近
き ん だ い

代

を迎
む か

えて和
わ か

歌山
や ま

市
し

となり、「南
な ん か い

海の工
こうぎょう

業地
ち

」とよばれるほどの大
だ い

都
と し

市となって賑
に ぎ

わったが、他
ほ か

の

地
ち

方
ほ う

都
と し

市同
ど う よ う

様、中
ちゅうしん

心部
ぶ

の衰
す い た い も ん だ い

退問題に直
ちょくめん

面している。

画像提供1,3：公益社団法人和歌山県観光連盟　2,4：個人撮影
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■佐
さ

藤
とう

 春
はる

夫
お

 ［1892 – 1964］

　新
し ん ぐ う

宮市
し

出
しゅっしん

身の詩
し

人
じ ん

、小
しょうせつ

説家
か

、評
ひょうろん

論家
か

。1910年
ね ん

、中
ちゅうがく

学卒
そつぎょう

業と同
ど う

時
じ

に上
じょうきょう

京し、慶
け い お う

應義
ぎ

塾
じゅく

大
だ い が く

学予
よ か

科文
ぶ ん が く

学部
ぶ

に入
は い

るが、のちに中
ちゅうたい

退。雑
ざ っ

誌
し

「三
み た

田文
ぶ ん が く

学」「スバル」などに詩
し か

歌を発
はっぴょう

表していたが、やがて

短
たんぺんしょうせつ

編小説「西
ス ペ イ ン け ん の い え

班牙犬の家」（1917）や『田
で ん え ん

園の憂
ゆ う う つ

鬱』（1919）、『お

絹
き ぬ

とその兄
きょうだい

弟』（1919）、『美
うつく

しき町
ま ち

』（1920）などを次
つ ぎ つ ぎ

々に発
はっぴょう

表

し、たちまち新
しんしんりゅうこう

進流行作
さ っ か

家となり、 芥
あくたがわ

川龍
り ゅ う の す け

之介と並
な ら

んで時
じ

代
だ い

を

担
に な

う2大
だ い

作
さ っ か

家と目
も く

されるようになった。

■有
ありよし

吉 佐
さ わ こ

和子 ［1931 – 1984］

　和
わ か

歌山
や ま

市
し

出
しゅっしん

身の作
さ っ

家
か

。伝
で ん と う て き

統的な芸
げ い

の世
せ

界
か い

と近
き ん だ い て き

代的な教
きょうよう

養の

世
せ

界
か い

との鮮
あざや

かな対
たいしょう

照を描
え が

いた短
た ん ぺ ん

編『地
ぢ

唄
う た

』 (1956) が芥
あくたがわ

川 賞
しょう

の候
こ う

補
ほ

作
さ く

となって文
ぶ ん だ ん

壇デビューを果
は

たす。母
は は か た

方の故
こ

郷
きょう

紀
き

州
しゅう

を

舞
ぶ

台
た い

に、自
じ

身
し ん

の家
か

系
け い

をモデルに三
さ ん だ い

代の女
じ ょ

性
せ い

を描
え が

いた『紀
き の

ノ川
か わ

』 

(1959) や『助
す け

左
ざ え

衛門
も ん

四
よ ん だ い

代記
き

』 (1962 ～1963) 、『華
は な お か

岡青
せいしゅう

洲の

妻
つ ま

』 (1966) などの歴
れ き

史
し

小
しょうせつ

説にもすぐれた作
さ く ひ ん

品がある。この間
か ん

、

アメリカ留
りゅうがく

学から帰
き

国
こ く

後
ご

、人
じ ん

種
し ゅ

問
も ん だ い

題を扱
あつか

った『非
ひ

色
しょく

』 (1963 ～

1964) を発
はっぴょう

表、国
こ く な い が い

内外に取
し ゅ

材
ざ い

におもむき精
せいりょくてき

力的な活
か つ ど う

動を続
つ づ

け、

作
さ く ふ う

風も次
し

第
だ い

に社
し ゃ か い せ い

会性を強
つ よ

めた。『恍
こ う こ つ

惚の人
ひ と

』 (1972) は老
ろ う じ ん も ん だ い

人問題

に一
い っ せ き

石を投
と う

じる問
も ん だ い さ く

題作として注
ちゅうもく

目を集
あ つ

めた。

和
わ か

歌山
や ま

の芸
げいじゅつ

術家
か

たち5
和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

は古
ふる

くから芸
げいじゅつぶんか

術文化の栄
さか

えた地
ち

域
いき

であったため、様
さまざま

々な文
ぶんがくさくひん

学作品や美
びじゅつさくひん

術作品が生
う

まれた。

多
おお

くの和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

出
しゅっしん

身の芸
げいじゅつか

術家の中
なか

から、大
たいしょう

正・昭
しょうわ

和・平
へいせい

成に活
かつやく

躍した作
さっか

家や画
が か

家を紹
しょうかい

介する。

新宮市立佐藤春夫記念館所蔵

和歌山市立有吉佐和子記念館提供
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■中
なかがみ

上 健
けん

次
じ

 ［1946 – 1992］

　新
し ん ぐ う

宮市
し

出
しゅっしん

身の小
しょうせつ

説家
か

。高
こ う こ う

校時
じ

代
だ い

より小
しょうせつ

説を書
か

き始
は じ

め、卒
そつぎょう

業

後
ご

上
じょうきょう

京し同
ど う じ ん

人誌
し

「文
ぶ ん げ い

芸首
し ゅ

都
と

」に参
さ ん

加
か

。『十
じゅう

九
きゅう

歳
さ い

の地
ち ず

図』（1974）

で注
ちゅうもく

目を浴
あ

びた。『岬
みさき

』（1976）で芥
あくたがわ

川賞
しょう

を受
じ ゅ

賞
しょう

。故
こ

郷
きょう

の紀
き

州
しゅう

熊
く ま

野
の

の風
ふ う

土
ど

を背
は い け い

景として複
ふ く ざ つ

雑な血
け つ え ん か ん け い

縁関係に生
い

きる人
に ん げ ん

間を中
ちゅうしん

心

に描
え が

き、民
み ん ぞ く

俗、物
ものがたり

語、差
さ

別
べ つ

などの問
も ん だ い

題を追
ついきゅう

究した。代
だいひょうさく

表作に『岬
みさき

』

（1976）、『枯
か れ

木
き

灘
な だ

』（1977）、『千
せ ん ね ん

年の愉
ゆ

楽
ら く

』（1982）、『地
ち

の果
は

て至
し

上
じょう

の時
と き

』（1983）などがある。肝
か ん ぞ う が ん

臓癌のため 46歳
さ い

で他
た

界
か い

した。

■川
かわばた

端 龍
りゅう

子
し

 ［1885 – 1966］

　和
わ か

歌山
や ま

市
し

出
しゅっしん

身の日
に

本
ほ ん

画
が か

家、俳
は い じ ん

人。11歳
さ い

のとき上
じょうきょう

京。1904年
ね ん

中
ちゅうがっこう

学校を中
ちゅうたい

退し、洋
よ う

画
が

研
けんきゅうじょ

究所で洋
よ う

画
が

を学
ま な

んだ。雑
ざ っ

誌
し

の挿
さ し

絵
え

描
が

きや国
こ く み ん し ん ぶ ん し ゃ

民新聞社での勤
き ん

務
む

で生
せ い け い

計を立
た

てていたが、28歳
さ い

のと

き渡
と

米
べ い

先
さ き

のボストン美
び

術
じゅつ

館
か ん

で観
み

た日
に

本
ほ ん

の古
こ び

美術
じゅつ

に感
か ん め い

銘をう

け、帰
き

国
こ く

後
ご

日
に

本
ほ ん

画
が

に転
て ん こ う

向。洋
よ う ふ う び ょ う し ゃ

風描写をとり入
い

れた筆
ひ っ

致
ち

を生
い

か

し日
に

本
ほ ん

画
が

壇
だ ん

に異
い

彩
さ い

を放
は な

った。代
だいひょうさく

表作に《鳴
な る

門
と

》(1924)、《真
し ん

珠
じ ゅ

》

(1931)、《新
し ん

樹
じ ゅ

の曲
きょく

》(1932)、《潮
し お

騒
さ い

》(1937)などがある。また、

俳
は い

句
く

に親
し た

しみ句
く

集
しゅう

を出
だ

した。

■石
いしがき

垣 栄
えい

太
た

郎
ろう

 ［1893 – 1958］

　太
た い

地
じ

町
ちょう

出
しゅっしん

身の洋
よ う

画
が か

家。渡
と

米
べ い

していた父
ち ち お や

親によばれ、1909

年
ね ん

、16歳
さ い

のときアメリカに渡
わ た

る。労
ろ う ど う

働しながらカリフォルニ

ア美
び

術
じゅつ

学
が っ こ う

校やニューヨークの画
が か

家ジョン・スローンの教
きょうしつ

室で

学
ま な

ぶ。社
し ゃ か い

会主
し ゅ

義
ぎ

リアリズムの絵
か い

画
が

を描
え が

き、1925年
ね ん

にキュビズ

ム風
ふ う

の《鞭
む ち

打
う

つ》を発
はっぴょう

表し認
み と

められた。その後
ご

メキシコ人
じ ん

画
が か

家

のディエゴ・リベラやホセ・クレメンテ・オロスコと親
し ん こ う

交を

結
む す

び、社
し ゃ か い て き

会的なテーマに取
と り

組
く

んで大
たいしゅう

衆の怒
い か

り、悲
か な

しみ、苦
く

悩
の う

な

どを表
ひょうげん

現した。代
だいひょうさく

表作に《腕
う で

》（1929）、《二
に

階
か い

付
つ き

バス》（1926）な

どがある。1951年
ね ん

に帰
き

国
こ く

し、東
とうきょう

京で没
ぼ っ

した。

中上健次顕彰会所蔵

大田区立龍子記念館所蔵

石垣記念館所蔵
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■華
はなおか

岡 青
せいしゅう

洲  ［1760 – 1835］

　江
え ど じ

戸時代
だ い

の外
げ か い

科医。紀
き

の川
か わ

に面
め ん

した那
な が

賀郡
ぐ ん

名
な て

手に生
う

まれ、

京
きょう

都
と

で医
い

術
じゅつ

を学
ま な

んだあと、故
こ

郷
きょう

に帰
か え

って医
い し

師となった。麻
ま

酔
す い

薬
や く

の開
か い は つ

発に努
ど

力
りょく

を重
か さ

ねて「麻
ま

沸
ふ つ

散
さ ん

（別
べ つ め い

名：通
つ う せ ん さ ん

仙散）」を発
は つ め い

明

し、1804年
ね ん

、欧
お う べ い

米より40年
ね ん は や

早く、世
せ

界
か い

で初
は じ

めて全
ぜ ん し ん

身麻
ま

酔
す い

によ

る乳
にゅう

がん手
しゅじゅつ

術に成
せ い こ う

功した。紀
き

州
しゅうはん

藩の医
い し

師となっても地
じ

元
も と

を離
は な

れず、全
ぜ ん こ く

国から集
あ つ

まった弟
で し

子を育
そ だ

てつつ生
しょうがい

涯を閉
と

じた。有
あ り よ し

吉

佐
さ わ こ

和子の小
しょうせつ

説『華
は な お か せ い し ゅ う

岡青洲の妻
つ ま

』によって一
い っ ぱ ん

般にも広
ひ ろ

く知
し

られ

るようになり、現
げ ん ざ い

在、紀
き

の川
か わ

市
し

の「青
せいしゅう

洲の里
さ と

」に診
しんりょうじょ

療所兼
け ん

医
い

学
が っ

校
こ う

の「春
しゅんりんけん

林軒」などが、当
と う

時
じ

の姿
すがた

で復
ふ く げ ん こ う か い

元公開されている。

■南
みな

方
かた

 熊
くまぐす

楠 ［1867 – 1941］

　民
み ん ぞ く が く し ゃ

俗学者、生
せ い ぶ つ が く し ゃ

物学者。日
に

本
ほ ん

民
み ん ぞ く が く

俗学の創
そ う

始
し

者
し ゃ

の一
ひ と り

人。和
わ か

歌山
や ま

市
し

出
しゅっしん

身。1886年
ね ん

にアメリカ、1892年
ね ん

にイギリスに渡
わ た

り、独
ど く が く

学

で動
どうしょくぶつ

植物を研
けんきゅう

究し、各
か っ こ く

国語
ご

に精
せ い つ う

通。大
だ い え い は く ぶ つ か ん

英博物館で調
ちょう

査
さ

の手
て

伝
つ だ

いをしながら動
どうしょくぶつ

植物学
が く

・考
こ う

古
こ

学
が く

・宗
しゅう

教
きょう

学
が く

などを独
ど く が く

学で研
けんきゅう

究

し、「Nature」誌
し

などに多
お お

くの英
え い ろ ん ぶ ん

論文を寄
き こ う

稿した。1900年
ね ん

帰
き

国
こ く

、以
い ご た

後田辺
な べ

市
し

で粘
ね ん き ん

菌の研
けんきゅう

究に従
じゅう

事
じ

しながら民
み ん ぞ く が く

俗学を中
ちゅうしん

心と

する膨
ぼ う だ い

大な著
ち ょ さ く

作を残
の こ

した。

和
わ か

歌山
や ま

の著
ち ょ め い じ ん

名人6
和
わ か

歌山
やま

は、様
さまざま

々な分
ぶん

野
や

において著
ちょめいじん

名人を輩
はいしゅつ

出している。明
めい

治
じ

以
い

降
こう

に限
かぎ

っても、政
せい

治
じ か

家の陸
む つ

奥宗
むねみつ

光・片
かたやま

山哲
てつ

、文
ぶんがくしゃ

学者の佐
さ

藤
とう

春
はる

夫
お

、画
が か

家の濱
はまぐちようぞう

口陽三、など大
おおぜい

勢いるが、ここでは、それら著
ちょめいじん

名人の中
なか

から以
い か

下の人
ひと

を紹
しょうかい

介しよう。

医聖華岡青洲顕彰会所蔵

南方熊楠顕彰館（田辺市）所蔵
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■濱
はまぐち

口 梧
ご

陵
りょう

 ［1820 – 1885］

　実
じつぎょう

業家
か

・社
しゃかいじつぎょう

会実業家
か

。日
に

本
ほ ん

を代
だいひょう

表する調
ちょう

味
み

料
りょう

である醤
しょう

油
ゆ

は、

和
わ か

歌山
や ま

県
け ん

湯
ゆ

浅
あ さ

で生
う

まれたが、濱
は な ぐ ち

口梧
ご

陵
りょう

は、大
お お

手
て

醤
しょう

油
ゆ

醸
じょうぞうぎょう

造業の

家
い え

を継
つ

ぎ、学
が っ こ う

校を作
つ く

るほか様
さ ま ざ ま

々な社
し ゃ か い

会事
じ

業
ぎょう

に尽
つ

くした。また、

政
せ い

治
じ

家
か

として政
せ い

府
ふ

の要
ようしょく

職を務
つ と

めたり、和
わ か

歌山
や ま

県
け ん

議
ぎ

会
か い

の初
し ょ だ い

代議
ぎ

長
ちょう

を務
つ と

めたりした。1885年
ね ん

、欧
お う べ い

米視
し

察
さつちゅう

中に、アメリカ・ニュ

ーヨークで死
し

亡
ぼ う

した。1854年
ね ん

11月
げ つ

5日
か

、地
じ

震
し ん

による津
つ

波
な み

が

襲
しゅうらい

来したとき、自
じ

分
ぶ ん

の田
た

の藁
わ ら や ま

山に火
ひ

をつけて高
た か だ い

台の神
じ ん じ ゃ

社へ

村
む ら び と

人を誘
ゆ う ど う

導避
ひ

難
な ん

させて生
い の ち

命を救
す く

った。このエピソードを描
え が

い

た『稲
い な

むらの火
ひ

』の物
ものがたり

語は広
ひ ろ

く知
し

られ、国
こ く れ ん

連は11月
げ つ

5日
か

を「世
せ

界
か い

津
つ

波
な み

の日
ひ

」に認
に ん て い

定している。さらに、梧
ご

陵
りょう

は、私
し

財
ざ い

を投
と う

じて、津
つ

波
な み

により打
だ

撃
げ き

を受
う

けた故
こ

郷
きょう

の復
ふ っ こ う

興に尽
つ

くし、長
な が

さ600メート

ル、高
た か

さ5メートルの堤
て い ぼ う

防を築
き づ

いた。この堤
て い ぼ う

防は、1946年
ね ん

の

大
お お

津
つ

波
な み

の際
さ い

に村
む ら

を守
ま も

った。

■植
うえしば

芝 盛
もりへい

平 ［1883 – 1969］

　武
ぶ

道
ど う

家
か

、合
あ い

気
き

道
ど う

の創
そ う

始
し

者
し ゃ

。田
た

辺
な べ

市
し

出
しゅっしん

身。幼
おさな

い頃
こ ろ

から武
ぶ

道
ど う

に励
は げ

み、19歳
さ い

で修
しゅぎょう

行の旅
た び

に出
で

て柔
じゅうじゅつ

術や銃
じゅうけんじゅつ

剣術、柔
じゅうどう

道などを学
ま な

び独
ど く

自
じ

の武
ぶ

術
じゅつ

を習
しゅうとく

得。1919年
ね ん

京
きょう

都
と

府
ふ

に修
しゅぎょうどうじょう

行道場植
うえしばじゅく

芝塾をひらき、

「合
あ い

気
き

武
ぶ

道
ど う

」を創
そ う

始
し

した。1944年
ね ん

に「合
あ い

気
き

道
ど う

」と改
かいしょう

称し精
せいりょくてき

力的

に普
ふ

及
きゅう

させた。合
あ い

気
き

道
ど う

は1952年
ね ん

頃
ご ろ

から世
せ

界
か い

に広
ひ ろ

がりはじめ、

1956年
ね ん

には公
こ う か い

開演
え ん

武
ぶ

会
か い

を開
ひ ら

いて各
か く か い

界の大
た い

使
し

や公
こ う

使
し

を招
しょうたい

待

し、合
あ い

気
き

の武
ぶ

術
じゅつ

として完
か ん せ い

成した姿
すがた

を一
い っ ぱ ん

般に披
ひ

露
ろ う

した。

国立国会図書館「近代日本人の肖像」

植芝盛平記念館所蔵
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■淡
あわしまじんじゃ

嶋神社の雛
ひななが

流し

　南
な ん か い

海加
か だ

太線
せ ん

加
か だ

太駅
え き

から西
に し

へいくと淡
あ わ し ま じ ん じ ゃ

嶋神社がある｡初
は じ

めて訪
おとず

れた人
ひ と

は､境
け い だ い

内に並
な ら

べられた無
む

数
す う

の人
にんぎょう

形に驚
おどろ

くかもしれない。淡
あ わ し ま じ ん じ ゃ

嶋神社ではこれまで大
た い せ つ

切にされてきた人
にんぎょう

形が供
く

養
よ う

されてい

る。この淡
あ わ し ま じ ん じ ゃ

嶋神社では3月
が つ

3日
か

に雛
ひ な な が

流しが行
お こ

なわれる。日
に

本
ほ ん

では､ 3月
が つ

3日
か

を上
じょう

巳
し

の節
せ っ

句
く

として、水
み ず

辺
べ

でのお祓
は ら

いの行
ぎょう

事
じ

を行
お こ

なう習
な ら

わしがある。これは中
ちゅうごく

国での習
しゅうかん

慣が日
に

本
ほ ん

に伝
つ た

わってきたもので

ある。日
に

本
ほ ん

では人
にんぎょう

形に罪
つ み

や穢
けがれ

を移
う つ

して流
な が

す儀
ぎ

礼
れ い

として行
お こ

なわれている。淡
あ わ し ま じ ん じ ゃ

嶋神社に奉
ほ う の う

納された

集
あ つ

まった人
にんぎょう

形たちは､毎
ま い と し

年3艘
そ う

の船
ふ ね

にたくさん乗
の

せられ、奉
ほ う の う

納した人
ひ と

達
た ち

の身
み が

代わりとなって､罪
つ み

や穢
けがれ

を背
せ お

負い､海
う み

の彼
か な た

方へと消
き

えていく。

■和
わ か

歌祭
まつり

　1622年
ね ん

、紀
き

州
しゅうはん

藩の初
し ょ だ い

代藩
は ん し ゅ

主徳
と く が わ よ り の ぶ

川頼宣は､景
けいしょう

勝地
ち

・和
わ か

歌の浦
う ら

に､父
ち ち

・徳
と く が わ い え や す

川家康をまつる東
とうしょうぐう

照宮

を創
そ う け ん

建した。和
わ か

歌祭
まつり

は､和
わ か

歌山
や ま

を代
だいひょう

表する伝
で ん と う

統ある紀
き

州
しゅう

東
とうしょうぐう

照宮の祭
ま つ

りとして､毎
ま い と し

年5月
が つ

の家
い え や す

康の

命
め い に ち

日に近
ち か

い日
に ち よ う

曜日
び

､盛
せ い だ い

大に開
か い さ い

催されている｡紀
き

州
しゅう

東
とうしょうぐう

照宮の108段
だ ん

の石
い し だ ん

段からの勇
ゆ う そ う

壮な神
み

輿
こ し

おろ

しにはじまり､さまざまな衣
い

装
しょう

を着
つ

けた人
ひ と

びとの行
ぎょうれつ

列がつづく。芸
げ い の う

能では母
ほ

衣
ろ

や雑
さ い

賀
か

踊
お ど

り、御
お

船
ふ な

歌
う た

などいろんな芸
げ い の う

能も見
み

ることができる。

■和
わ か

歌祭
まつり

の唐
とうじん

人

　風
ふうりゅう

流でにぎやかな和
わ か

歌祭
まつり

の行
ぎょうれつ

列には､和
わ か

歌山
や ま

大
だ い が く

学の留
りゅうがくせい

学生も､地
ち

域
い き

の人
ひ と

びとの支
し

援
え ん

で､毎
ま い と し さ ん

年参

加
か

している｡なかでも和
わ か

歌祭
まつり

の唐
と う じ ん

人は和
わ か

歌山
や ま

大
だ い が く

学の留
りゅうがくせい

学生によって2017年
ね ん

に352年
ね ん

ぶりに復
ふ っ こ う

興さ

れたものである。約
や く

400年
ね ん ま え

前の日
に

本
ほ ん

で唐
と う じ ん

人は、外
が い こ く じ ん

国人の総
そうしょう

称であり、当
と う

時
じ

日
に

本
ほ ん

に多
お お

く来
ら い ほ う

訪していた

南
な ん ば ん じ ん

蛮人（スペイン・ポルトガル人
じ ん

）を日
に

本
ほ ん

人
じ ん

が真
ま ね

似て和
わ か

歌祭
まつり

に出
だ

したものである。

和
わ か

歌山
や ま

市
し

のお祭
ま つ

り・行
ぎょう

事
じ

7
和
わ か

歌山
やま

には海
うみ

や山
やま

があり、それぞれの地
ち

域
いき

でさまざまなお祭
まつ

り・行
ぎょう

事
じ

が季
き

節
せつ

によって行
おこ

なわれている。なかでも伝
でんとうてき

統的なお祭
まつ

り・

行
ぎょう

事
じ

では、人
ひと

びとは地
ち

域
いき

によって農
ぼうさくぶつ

作物の豊
ほうさく

作や海
かいさんぶつ

産物の大
たいりょう

漁などを祈
き

願
がん

する。
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■紀
き

州
しゅう

おどり「ぶんだら節
ぶし

」

　紀
き

州
しゅう

おどり「ぶんだら節
ぶ し

」は毎
ま い と し

年8月
が つ

、10万
ま ん に ん

人をこえる人
ひ と

出
で

でにぎわう大
だ い

イベントとして行
おこな

われている。1969年
ね ん

､和
わ か

歌山
や ま

市
し

の誕
たんじょう

生80周
しゅうねん

年を記
き

念
ね ん

して､黒
く ろ し お

潮を思
お も

わせる躍
や く ど う か ん

動感あふれる民
み ん よ う

謡

と踊
お ど

りが作
つ く

られ､ ｢ぶんだら節
ぶ し

｣と名
な づ

付けられた｡  ｢ぶんだら｣の「ぶん」は､江
え ど

戸時
じ

代
だ い

の紀
き

州
しゅう

の

豪
ごうしょう

商・紀
き の く に や ぶ ん ざ え も ん

伊国屋文左衛門が語
ご

源
げ ん

となっている。和
わ か

歌山
や ま

大
だ い が く

学の留
りゅうがくせい

学生も､毎
ま い と し

年楽
た の

しみながら参
さ ん

加
か

している｡

画像提供1：公益社団法人和歌山県観光連盟　2-3：『マイの和歌山大学留学（2013年版）』　 4-5：個人撮影

5

3

2

4

1
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■御
お

燈
とう

祭
まつ

り（新
しんぐう

宮市
し

）

　世
せ

界
か い

遺
い

産
さ ん

「紀
き い

伊山
さ ん

地
ち

の霊
れいじょう

場と参
さ ん け い ど う

詣道」の一
い ち

部
ぶ

である神
か み く ら じ ん じ ゃ

倉神社で毎
ま い と し

年2月
が つ

6日
か

に行
おこな

われる勇
ゆ う そ う

壮な

火
ひ

祭
まつり

であり、国
く に

の重
じゅうよう

要無
む

形
け い

民
み ん ぞ く ぶ ん

俗文化
か

財
ざ い

に指
し

定
て い

されている。お燈
と う

祭
まつり

の祭
さ い れ い

礼に参
さ ん

加
か

できるのは男
だ ん

子
し

に限
か ぎ

られ、参
さ ん

加
か

者
し ゃ

は一
いっしゅうかんまえ

週間前から精
しょうじんけっさい

進潔斎を続
つ づ

けなければならない。精
しょうじんけっさい

進潔斎の期
き

間
か ん

中
ちゅう

は口
く ち

に

するものも、白
し ろ め し

飯、かまぼこ、豆
と う

腐
ふ

など白
し ろ

い物
も の

に限
か ぎ

られ、斎
さ い か い も く よ く

戒沐浴につとめなければならない。

当
と う じ つ

日は白
しろしょうぞく

装束に荒
あ ら な わ

縄を締
し

めた約
や く

2000人
に ん

の「上
の ぼ

り子
こ

」と呼
よ

ばれる男
だ ん

子
し

が御
ご

神
じ ん

火
か

を移
う つ

した松
た い ま つ

明を持
も

ち、神
か み く ら さ ん

倉山の山
さんちょう

頂から538段
だ ん

の急
きゅうしゅん

峻な石
い し だ ん

段を一
い っ

気
き

に駆
か

け下
お

りる。

■熊
くま

野
の

那
な ち

智大
たいしゃ

社例
れい

大
たいさい

祭／那
な ち

智の扇
おうぎ

祭
まつり

（那
な ち

智勝
かつうらちょう

浦町）

　熊
く ま

野
の

三
さ ん ざ ん

山のひとつ、熊
く ま

野
の

那
な ち

智大
た い し ゃ

社にて毎
ま い と し

年７月
げ つ

14日
か

に行
おこな

われる祭
ま つ

りで、別
べ つ め い

名「扇
おうぎ

祭
まつり

」や「那
な ち

智の

火
ひ

祭
ま つ

り」として有
ゆ う め い

名であり、国
く に

の重
じゅうよう

要無
む

形
け い み ん ぞ く

民俗文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

に指
し

定
て い

されている。熊
く ま

野
の

那
な ち

智大
た い し ゃ

社から御
お ん

滝
た き

前
ま え

の飛
ひ

瀧
ろ う じ ん じ ゃ

神社への年
ね ん

に一
い ち

度
ど

の里
さ と が え

帰りの様
よ う

子
す

を表
あらわ

したもので、十
じゅう

二
に

体
た い

の熊
く ま

野
の

の神
か み が み

々を、御
お ん

滝
た き

の姿
すがた

を表
あらわ

した高
た か

さ6mの十
じゅう

二
に

体
た い

の扇
おうぎ

神
み

輿
こ し

に移
う つ

し、御
ご

本
ほ ん し ゃ

社より御
お ん た き

滝へ渡
と

御
ぎ ょ

をなし、御
お ん た き

滝の参
さ ん ど う

道にて50kg

～ 60kgの十
じゅう

二
に

体
た い

の大
お お た い ま つ

松明でお迎
む か

えし、その炎
ほのお

で清
き よ

める神
し ん

事
じ

である。燃
も

えさかる50kg以
い

上
じょう

もある

大
お お た い ま つ

松明12基
き

を担
か つ

いだ男
おとこ

たちは、石
い し だ ん

段を上
の ぼ

って扇
おうぎ

御
み

輿
こ し

を先
せ ん ど う

導して滝
た き も と

本に下
く だ

る。重
お も

さ約
や く

50kg以
い

上
じょう

も

ある大
お お た い ま つ

松明の炎
ほのお

が参
さ ん ど う

道いっぱいに乱
ら ん

舞
ぶ

する光
こ う け い

景は圧
あ っ か ん

巻である。

■那
な ち

智の田
でんがく

楽（那
な ち

智勝
かつうらちょう

浦町）

　前
ぜ ん

述
じゅつ

した熊
く ま

野
の な ち

那智大
た い し ゃ

社例
れ い

大
た い さ い

祭（7月
が つ

14日
か

）に熊
く ま

野
の

那
な ち

智大
た い し ゃ

社に奉
ほ う の う

納される民
み ん ぞ く げ い の う

俗芸能で、国
く に

の重
じゅうよう

要

無
む

形
け い

民
み ん ぞ く ぶ ん

俗文化
か

財
ざ い

とユネスコの無
む

形
け い ぶ ん

文化
か い

遺産
さ ん

に登
と う ろ く

録されている。伝
でんしょう

承では14世
せ い

紀
き

ごろに、京
きょう

都
と

の

田
で ん が く ほ う し

楽法師が伝
つ た

えたものといわれる。芸
げ い の う

能次
し

第
だ い

としては、「大
や ま と

和舞
ま い

」「田
で ん が く ま い

楽舞」「田
た

植
う え

舞
ま い

」、次
つ

いで扇
おうぎ

神
み

輿
こ し

の渡
と

御
ぎ ょ

、大
お お た い ま つ

松明行
ぎょう

事
じ

、御
お ん

滝
た き

本
も と

祭
まつり

とあって、続
つ づ

いて「田
た

刈
か り

舞
ま い

」が演
え ん

じられ、やがて還
か ん ぎ ょ さ い

御祭となって

和
わ か

歌山
や ま

県
け ん

のお祭
ま つ

り・行
ぎょう

事
じ

8
伝
でんとう

統ある文
ぶん

化
か

には、伝
でんとう

統あるお祭
まつ

りがつきものである。歴
れき

史
し

の古
ふる

い和
わ か

歌山
やま

には、古
ふる

くから続
つづ

くお祭
まつ

りがいくつもある。ここでは、

国
くに

の重
じゅうよう

要無
む

形
けい

民
みんぞくぶん

俗文化
か

財
ざい

やユネスコ無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とうろく

録されているお祭
まつ

り・行
ぎょう

事
じ

をいくつか紹
しょうかい

介する。
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おおよその行
ぎょう

事
じ

次
し

第
だ い

を終
お

わる。このうち田
で ん が く ま い

楽舞は、シテテン、ビンザサラ、太
た い

鼓
こ

、笛
ふ え

の四
よ ん や く

役十
じゅういちにん

一人

によって行
おこな

われ、乱
らんじょう

声、鋸
のこぎりば

歯、八
や つ

拍
びょう

子
し

など二
に

十
じゅう

余
よ

曲
きょく

の古
こ

風
ふ う

な演
え ん

技
ぎ

法
ほ う

が伝
つ た

えられている。

■花
はなぞの

園の御
おん

田
だ

舞
まい

（かつらぎ町
ちょう

）

　高
こ う

野
や

山
さ ん

の奥
お く

地
ち

の有
あ り

田
だ

川
が わ

上
じょうりゅう

流の渓
け い こ く

谷に沿
そ

った花
は な ぞ の む ら

園村に伝
でんしょう

承されているこの御
お ん

田
だ

舞
ま い

は、2月
が つ

の

初
しょしゅん

春の予
よ

祝
しゅく

行
ぎょう

事
じ

である田
た

遊
あ そ

びの一
ひ と

つである。農
の う

作
さ

業
ぎょう

の一
い ち ね ん か ん

年間の過
か

程
て い

（田
た う

打ちから収
しゅうかく

穫まで）を古
こ

風
ふ う

な歌
う た

と踊
おどり

で演
え ん

じて、その年
と し

の豊
ほうじょう

穣を祈
い の

るという形
け い し き

式である。一
い ち ね ん

年の豊
ほ う さ く

作を祈
き

願
が ん

して、「春
は る ぐ わ

鍬は

そよんな…」など中
ちゅうせい

世歌
か

謡
よ う

が歌
う た

われるなか、田
た お

起こしから、早
さ お と め

乙女の田
た う

植え、収
しゅうかく

穫にいたる農
の う

作
さ

業
ぎょう

の様
よ う

子
す

が３時
じ

間
か ん

以
い

上
じょう

にわたって演
え ん

じられる。

画像提供1-2：公益社団法人和歌山県観光連盟　3-4：文化遺産オンライン（文化庁）
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1〜8の注
1 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」

2 古典文学・古典芸能―和歌浦と道成寺―

［古代］ 日本史の時代区分には諸説あり、以下は一般的な区分である。日本史では、古代は、全国的な政権が生
まれ、近畿地方に都を置いて天皇と貴族が全国を統一支配した時代（～ 12世紀）。

［熊野三山］ 全国にある熊野神社の総本社である熊野本宮大社に、熊野速玉大社、熊野那智大社を加えた３神
社。仏教との融合で、寺院のように山で数える。

［大峰山］ 奈良県南部にある険しい山で、山岳宗教の修行の場として知られる。
［皇族］ 天皇の親族
［蟻の熊野詣］ 熊野信仰の盛期には、多くの巡礼者が、アリの列のように続いた。
［最澄］ （767-822）空海と共に中世初期を代表する僧。天皇の命で中国の唐に渡って仏教を深め、帰国して京
都の北東に位置する比叡山に延暦寺を建てて、日本天台宗の開祖となる。

［空海］ （774-835）中世を代表する僧。最澄と共に唐に渡り、帰国して高野山に金剛峯寺を開き、日本真言宗
の開祖となる。詩文にも優れ、弘法大師の名で信仰の対象にもなる。

［奈良時代］ 奈良に都があった時代（８世紀）。中国にならって天皇を中心にした国家体制が整備され、都に大
きな寺院や大仏が建造された。また、歴史書「古事記」「日本書紀」も編纂された。

［平安時代］ 京都の平安京が都であった時代（９～１２世紀）。天皇と貴族の支配が長く続き、独自の王朝文化
が華開き、「源氏物語」などを産むが、次第に地方の勢力が強くなり争乱を迎える。

［今昔物語集］ 平安時代末期の書（全３１巻）。海外も含めて多くの物語が漢字カナ混じり文で書かれている
が、作者は不詳。全てが「今ハ昔」と始まるので、「今昔物語集」と通称される。

［万葉集］ 7世紀後半から8世紀後半にかけて、国家事業として編纂された、全20巻の歌集。天皇から農民まで
幅広い作者の歌が約4500首収められている。漢字を表音文字として使っている。

［紀貫之］ （868?-945?）平安時代を代表する歌人。天皇の命による「古今和歌集」の中心選者で仮名の序文を
執筆。また「土佐日記」をひらがなで書き、女流かな文学の発展に貢献した。

［道成寺縁起物語絵巻］ 和歌山県を流れる日高川の大蛇伝説を描いた室町時代の絵巻のこと。
［観阿弥・世阿弥］ 室町前期の能役者・能作者。息子である世阿弥とともに能を大成させた。
［狂言］ 日本の古典芸能。主として科（しぐさ）と白（せりふ）によって表現される喜劇。
［出雲の阿国］ 安土桃山～江戸時代初期、歌舞伎の創始者とされる女性。出雲大社の巫女と言われているが詳細
は不明。

3 最後の共和国―根来衆と雑賀衆―
［中世］ 日本史では、武士政権が関東に出現し、後京都を都とするが、次第に各地の武将が力をつけて戦乱の
中から全国統一に向かう時代(13～ 16世紀)。

［戦国時代］ 中世の終わり、全国支配権を握ることを目指して、有力武将が争った時代(15C後半～ 16C半ば)。
統一を成し遂げた信長、秀吉の時代（安土桃山時代）に続く。

［ルイス・フロイス］ （1532-97）ポルトガルの宣教師。信長､秀吉とも会見して布教を許されるが、後秀吉の
方針返還で遠ざけられる。執筆した｢日本史｣は、日本史研究の貴重な資料。



73和歌山大学日本学教育研究センター｜ Center for Japanology Studies, Wakayama University

［惣国一揆］ 惣は中世日本における自治的共同組織。一揆は、一つになって目的を達成しようとする集団また
はその運動。惣国一揆は、中世後期、大名支配によらない一国規模の自治的な共同組織。

［織田信長］ （1538-1582)戦国時代の動乱を終わらせ全国支配を進めた武将。外国交易も含め商業活動を促
進しつつ時代を変えようとしたが、部下に暗殺される。

［豊臣秀吉］ (1537-1598) 仕えていた信長の死後、最高権力者となる。大阪城を築き、全国支配体制を整備し
たが、朝鮮半島に侵攻して敗退し、死後の安定した権力体制を作れなかった。

［民衆に支えられた宗教］ 家に庇護されその安泰を願う古代の仏教に対して、古代末期の争乱を経て中世に
なると、浄土真宗や日蓮宗をはじめとして、万人救済をうたう新仏教が民衆の間に支持を広げた。

［僧兵］ 古代から近世にかけて、大きな経済力をもつ大寺院では、僧兵と呼ばれる自衛武装集団をもった。根
来寺には約１万人の強力な僧兵がいたといわれる。

［本願寺］ 1570年代、信長は、最大の武装信徒集団であった浄土真宗一揆を各地で撃破。一揆衆は強固な城郭
を築いた大阪の本願寺に立てこもって戦ったが、和議を結び宗主は雑賀に退いた。

［刀狩令］ 戦時には兵士となっていた百姓（農民）に、以後武器の所持を禁じて農耕にのみ従事させる命令で、
兵士と農民を分離した。紀州での刀狩令の後、1588年に全国的な令を発する。

［百姓］ 時代によって意味が変わるが、貴族、僧侶、武士等を除く、農民を中心とする庶民をいう。

［近世］ 戦乱が収まり、江戸（現東京）に本拠を置いた徳川家の武士政権（幕府）が各藩を支配し、内政中心のほ
ぼ安定した体制が約260年続いた時代（江戸時代）（17世紀－19世紀後半）。

［明治維新］ 外国の開港圧力をきっかけに政治的混乱が起こり、西南の大藩を背景にした倒幕派の武士たち
が天皇をたてて徳川家支配を武力で倒し、近代国家をスタートさせた政変(1868年)。

［近代］ 日本史では、明治維新後、西欧的な産業と政治体制を整えて帝国主義的な大国となり、戦争を繰り返
した時代。一般には、太平洋戦争敗戦以後を「現代」として区別する。

［天守閣］ 城の中心に置かれる高い建物。
［戦争で炎上］ 第二次世界大戦の末期、アメリカ軍は全国で空襲を繰り返した。和歌山市も1945年7月に大
空襲を受け、中心部が壊滅。多くの死者を出し、和歌山城もほとんどが炎上した。

［徳川家康］ （1543-1616)　秀吉の死後、豊臣方勢力との戦いに勝利し、江戸に幕府を開いて、徳川家が将軍
（征夷大将軍）として各藩の藩主を通して全国を支配する「幕府-藩」体制を確立した。
［御三家］ 将軍職は、家康の直系子孫に引き継がれたが、家康の10男頼宣の家系である紀州徳川家を含む三
家が、徳川本家を支える格を担った。

［吉宗］ (1684-1751)　紀州藩主から将軍となり、財政改革をはじめ幕藩体制を立て直した名君とされる。た
だし、増税による百姓一揆の頻発や、倹約強制による経済や文化の停滞を招いた。

［享保の改革］ 幕府財政の悪化を救うため、米からの税収の増加や新田開発を進め、官僚制度や司法制度の改
革、その他多くの社会政策を実施し、後の改革と合わせて江戸の三大改革とされる。

［西の丸］ 城郭内の各地域を、本丸、二の丸、西の丸、などと呼ぶ。
［城郭］ 城の区域。現在の和歌山城公園は最盛期の４分の１ほどで､現在県庁、市役所をはじめとする公共施
設がある周辺地域も、もとは城郭内であった。

［国史跡］ 国が、歴史的価値が高く保護すべきものと指定した建物など。
［城下町］ 城を中心に、家臣の武士の他、商工業者などが集住して発達した市街地。和歌山では、城の南の本町
筋が商業地として発展し、近代になっても和歌山市の繁華街として栄えた。

［日前宮］ JR和歌山駅近くにある、古代紀伊国第一の格式をもつ神社。

4 将軍が育った和歌山城
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6 和歌山の著名人

5 和歌山の芸術家たち 

［藩医］ 藩の医師。青洲の名声により、紀州藩では、青洲を藩主の担当医師（侍医）として迎えようとしたが、青
洲は藩医となっても、患者や門人のために名手を離れなかった。

［春林軒］ 麻酔手術成功後、患者だけでなく、青洲の外科術を学ぼうと多くの門人が集まり、1804年に診療
所兼医学校「春林軒」が建てられた。

［醤油］ 日本の代表的な発酵調味料。発祥については、南宋から帰った僧が金山寺味噌の製法を紀州湯浅の村
民に教え、味噌の上澄みを調味料としたのが始まりだという説が有力である。

［1854年の地震と大津波］11月4日、5日と連続で大地震が発生、安政東海地震、安政南海地震と名付けら
れた。紀伊半島沖が震源地で、マグニチュード８クラスの地震と津波により、大きな被害をだした。

［堤防］ 広村堤防には梧陵をたたえる感恩碑が建てられ、広川町では毎年11月に「津波祭」を行い、梧陵の遺
徳をしのぶとともに災害の記憶と災害への備えを伝えている。

［1946年の地震と大津波］ 安政南海地震と同じく、二つのプレートがぶつかる南海トラフ（地溝）を震源地
とする大地震で、南海地震（昭和南海地震）と呼ばれる。

［粘菌］ 植物と動物の性質をあわせ持つ生物。
［合気道］ 古流柔術の流れをくむ武術。関節の弱点を利用した押さえ技や投げ技を特色とする。
［道の駅 青洲の里］ 和歌山が誇る医聖・華岡青洲ゆかりの地につくられた道の駅で、華岡青洲の偉業を学
べる資料がある展示室や、住居兼診療所である「春林軒」が見学できる。住所：和歌山県紀の川市西野山473　 
HP：https://seishunosato.com/

［佐藤春夫記念館］ 佐藤春夫が晩年に過ごした東京の邸宅を移築した記念館で、佐藤春夫の詩集、小説、随筆
の初版本や絵画作品などを展示。住所：和歌山県新宮市新宮1　HP：http://www.rifnet.or.jp/~haruokan/

［有吉佐和子記念館］ 有吉佐和子が住んでいた東京の邸宅を移築した記念館で、2022年6月にオープンし
たばかり。書斎や茶室が見学できるほか、作品に関する貴重な資料を展示。住所：和歌山県和歌山市伝法橋南
ノ丁９番地　HP：https://ariyoshi-sawako.jp/

［中上健次コーナー］ 新宮市の丹鶴ホール４階図書館内にある資料コーナーで、写真資料や愛用のトランク、手
書き原稿などを展示している。住所：和歌山県新宮市下本町二丁目２番１号　HP：https://www.city.shingu.
lg.jp/info/44

［石垣記念館］ 石垣栄太郎氏の画業を後生に伝えようと、妻の綾子女史が私財を投じて建設し、太地町へ寄贈
した記念館。油彩、デッサン等のほか愛用の品々を展示している。住所：和歌山県東牟婁郡太地町太地2902-
79　HP：https://taiji-kanko.jp/facilities/ishigaki-memorial-museum.html

［和歌山市立博物館］ 郷土和歌山の歴史・文化遺産に関する市民の理解と認識を深め、教育・文化の発展に
寄与することを目的とした歴史系博物館。住所：和歌山県和歌山市湊本町３丁目２番地　HP：http://www.
wakayama-city-museum.jp/gaiyo.html

［和歌山県立近代美術館］ 和歌山県にゆかりのある作家のコレクションが豊富なほか、近代版画史を飾る和歌
山出身作家も多いことから、現在では国内でも屈指の近・現代版画コレクションを誇っている。住所：和歌山市
吹上１－４－１４　HP：https://www.momaw.jp/
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7 和歌山市のお祭り・行事

8 和歌山県のお祭り・行事

［淡島神社］ 仁徳天皇時代（4世紀末～ 5世紀前半）に創建されたと伝わる。日本最古の神社のひとつ。
［雛流し］ 雛（人形）を海に流す行事。
［女の節句］ 3月3日、女の子の成長を願う日。ひな人形を飾るので「ひなまつり」という。
［命日］ ある人が亡くなった日。毎月または毎年の同じ日。
［母衣まわし］ 和歌祭りでは、武者が戦場で背につけた母衣をまわす。
［紀伊国屋文左衛門］ 紀州出身の豪商として有名だが、伝説が多く実像ははっきりしない。
［連］ 集団で祭りに参加して踊る単位。同じ着物を着て踊ることが多い。

［濱口梧陵記念館］ 「稲むらの火の館」濱口梧陵記念館と津波防災教育センターからなる。梧陵の生家である
記念館では、生い立ちから晩年までの足跡をたどることができる。住所：和歌山県有田郡広川町広671　HP：
https://www.town.hirogawa.wakayama.jp/inamuranohi/

［南方熊楠顕彰館］ 南方熊楠顕彰館は、南方熊楠邸の隣に建設され、熊楠が遺した25,000点以上の蔵書・資料
等を保存するとともに広く公開し、熊楠研究・情報発信の拠点となっている。熊楠が後半生を過ごした邸宅
も観覧できる。住所：和歌山県田辺市中屋敷町36番地　HP：https://www.minakata.org/

［南方熊楠記念館］ 南方熊楠の生涯とその偉大な業績が多くの資料で紹介されており、少年時代に筆写
した原稿や書簡類などを年代順に展示している。また、記念館屋上からの眺めも抜群で、田辺湾、神島、円
月島、白浜温泉街、遠くは四国まで見通せる。住所：和歌山県西牟婁郡白浜町3601-1　HP：http://www.
minakatakumagusu-kinenkan.jp/

［植芝盛平記念館］ 武道館に併設され、盛平翁の生涯や合気道の基本動作を学ぶことのできる映像や盛平翁ゆ
かりの品の展示コーナーが設置されている。住所：和歌山県田辺市扇ヶ浜2-10　HP：：https://www.ueshiba-
morihei.com/memorial/

［熊野那智大社］ 仁徳天皇5年（317年）に社殿が現在地に移転されたと伝わる。熊野那智の中心に位置づけられ
る神社。

［松明］ 松の樹枝の多い部分を束にして、火をつけて灯りとするもの。
［扇御輿］ 神の宿った扇を、大勢でかつぐ御輿（神の乗り物）にしたもの。
［渡御］ 御輿を海や川に入れて、神の力を再生する行事。
［田楽］ 渡来系の民族芸能。ビンザサラを使用し、シンメトリックな隊列で踊る。後に能を取り入れ能楽など
に影響を与えた。
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天
てんのう

皇など多
おお

くの宮
きゅうじん

人が来
らいせん

泉
した温

お ん せ ん

泉。兵
ひょう

庫
ご

県
けん

の有
あり

馬
ま

温
お ん せ ん

泉、愛
え

媛
ひめ

の道
どう

後
ご

温
お ん せ ん

泉
と共

とも

に「日
に

本
ほん

三
さん

古
こ

湯
とう

」とされている。

温
お ん せ ん

泉へ行
い

こう！10
和
わ か

歌山
やまけん

県の温
おんせん

泉の歴
れき

史
し

は古
ふる

く、日
に

本
ほん

最
さい

古
こ

と言
い

われ1800年
ねん

以
い

上
じょう

の歴
れき

史
し

を持
も

つ「湯
ゆ

の峰
みね

温
おんせん

泉つぼ湯
ゆ

」や飛
あすか

鳥、奈
な ら

良朝
ちょう

の時
じ

代
だい

か

ら多
おお

くの宮
みやびと

人たちが訪
おとず

れた1350年
ねん

余
あま

りの歴
れき

史
し

を持
も

つ「南
なん

紀
き

白
しらはまおんせん

浜温泉」は日
に

本
ほん

三
さん

古
こ

湯
とう

に数
かぞ

えられる。その他
ほか

にも和
わ か

歌山
やまけん

県

内
ない

全
ぜんいき

域に様
さまざま

々な温
おんせん

泉地
ち

がある。

1

2

わかやま

みなべ

白
し ら は ま

浜・椿
つばき



紀
き

南
な ん

エリア

橋
はしもと
本市

し

九
くどやまちょう
度山町

すさみ町
ちょう

串
くしもとちょう
本町

太
たいじちょう
地町

古
こざがわちょう
座川町

那
なちかつうらちょう
智勝浦町

新
しんぐうし
宮市

田
た な べ し
辺市

高
こうやちょう
野町

渡
わ た ら せ

瀬

川
か わ

湯
ゆ

龍
りゅうじん

神
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■龍
りゅうじんおんせん

神温泉［田
た

辺
なべ

市
し

］
　日

に

本
ほん

三
さ ん だ い

大美
び

人
じん

の湯
ゆ

として知
し

られて
いる。弘

こうぼう

法大
たい

使
し

が龍
りゅう

王
おう

の夢
ゆめ

のお告
つ

げ
により開

ひら

いたことが名
な

前
まえ

の由
ゆ

来
らい

と
言

い

われている。

■川
かわ

湯
ゆ

温
おんせん

泉［田
た

辺
なべ

市
し

］
　川

かわ

がそのまま温
お ん せ ん

泉になっている。
川
か わ ら

原を掘
ほ

ると温
おんせん

泉が湧
わ

きだすという
全
ぜんこく

国でも珍
めずら

しい温
おんせん

泉。11月
がつ

～12月
がつ

に
は、特

とくだい

大露
ろ

天
てん

風
ぶ ろ

呂の「仙
せんにん

人風
ぶ

呂
ろ

」が作
つく

られる。水
みず

着
ぎ

で入
にゅう

浴
よく

してもよい。

■南
なん

紀
き

勝
かつうらおんせん

浦温泉［那
な ち

智勝
かつうらちょう

浦町］
　175本

ほん

もの多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

な源
げんせん

泉を持
も

ち、その数
かず

は県
けん

下
か

一
いち

となっている。南
なん

紀
き

白
しらはまおんせん

浜温泉と並
なら

ぶ、和
わ か

歌山
やま

県
けん

を代
だいひょう

表する温
おんせん

泉地
ち

。世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登
とうろく

録された那
な

智
ち

山
さん

や那
な ち

智の滝
たき

、熊
くま

野
の

三
さん

山
ざん

への拠
きょてん

点でもある。

画像提供：公益社団法人和歌山県観光連盟

5

4

3

すさみ 串
く し

本
も と

太
た い

地
じ

湯
ゆ

川
か わ

南
な ん

紀
き

勝
か つ う ら

浦

湯
ゆ

の峰
み ね
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みかん

梅
う め

・梅
う め

干
ぼ

し

パンダ

和
わ か

歌山
や ま

ラーメン

和
わ か

歌山
や ま

城
じょう

グリーンソフト

和
わ か

歌山
やま

県
けん

は、みかんの生
せんさんりょう

産量が全
ぜんこく

国1位
い

。有
あり

田
だ

地
ち

方
ほう

は400
年
ねん

の歴
れき

史と伝
でんとう

統を誇
ほこ

る「有
あり

田
だ

みかん」産
さん

地
ち

。

全
ぜ ん こ く

国の梅
うめ

の収
しゅう

穫
かく

高
だか

の約
やく

6割
わり

を占
し

める和
わ か

歌山
や ま け ん

県。日
ひ

高
だか

郡
ぐん

み
なべ町

ちょう

は、梅
うめ

の最
さいこうほう

高峰ブランド「南
なんこううめ

高梅」誕
たんじょう

生の地
ち

。

白
しらはま

浜アドベンチャーワールドでは、17頭
とう

の子
こ

どもが生
う

まれ
ており、中

ちゅうごく

国以
い

外
がい

の動
どうぶつえん

物園での実
じ っ せ き

績としては世
せ

界
かい

一
いち

。

和
わ か

歌山
や ま け ん

県北
ほく

部
ぶ

で、専
せ ん も ん て ん

門店や大
たいしゅうしょくどう

衆食堂で出
だ

されるご当
とう

地
ち

ラーメン。「中
ちゅう

華
か

そば」とも言
い

う。

和
わ か

歌山
やま

市
し

にあるお城
しろ

で、徳
と く が わ

川御
ご

三
さん

家
け

の一
ひと

つ紀
き

州
しゅう

藩
はん

紀
き

州
しゅう

徳
とくがわ

川家
け

の居
きょじょう

城。別
べつめい

名「虎
とらふすじょう

伏城」とも言
い

う。

グリーンソフトは、1958（昭
しょう

和
わ

33）年
ねん

から和
わ か

歌山
やま

市
し

のお
茶
ちゃ

屋
や

「玉
ぎょく

林
りん

園
えん

」が製
せいぞう

造する、国
こくさん

産茶
ちゃ

葉
ば

のみで作
つく

った抹
まっちゃ

茶ソ
フトクリーム。

和
わ か

歌山
や ま

の有
ゆ う め い

名なものTOP1011
和
わ か

歌山
やま

の有
ゆうめい

名なものについて、留
りゅうがくせい

学生たちが和
わ か

歌山
やま

大
だいがく

学の学
がくせい

生・教
きょうしょくいん

職員192人
にん

にアンケートを実
じっし

施しました。和
わ か

歌山
やま

大
だいがく

学の

人
ひと

たちが選
えら

んだ和
わ か

歌山
やま

の有
ゆうめい

名なものTOP10を紹
しょうかい

介します！
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たけ
のこまん

たなべぇ わだにゃん

きいちゃん

たま
駅
えき ち ょ う

長代
だ い

理り

クジラ

紀
き

州
しゅう

犬
け ん

目
め

はり寿
ず し

司

マグロ

和
わ か

歌山
やま

県
けん

の南
みなみ

に広
ひろ

がる熊
くま

野
の

灘
なだ

沖
おきあい

合いは、古
ふる

くから捕
ほ

鯨
げい

が
行
おこな

われていたエリアのひとつ。現
げんざい

在でもホエールウォッ
チングが楽

たの

しめる。

1934年
ねん

に秋
あき

田
た

犬
けん

や甲
か い

斐犬
けん

に次
つ

いで天
てんねん

然記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

さ
れた。

ソフトボールほどの大
おお

きさのため、目
め

を見
み は

張りながら大
おお

き
な口

くち

を開
あ

けて食
た

べる様
よう

子
す

から名
な

付
づ

けられた。

日
に

本
ほん

人
じん

が大
だい

好
す

きなマグロ。「生
なま

マグロ」の水
みず

揚
あ

げ量
りょう

は、和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

那
な ち

智勝
かつ

浦
うら

町
ちょう

の勝
かつうら

浦漁
ぎょこう

港が日
に

本
ほん

一
いち

。

ご当
と う

地
ち

シンボル・マスコット紹
し ょ う か い

介
和
わ か

歌山
やま

県
けん

のさまざまなシンボル・マスコットを紹
しょうかい

介します。

山東まちづくり会のた
けのこ型のマスコット
キャラクター。

紀州犬をモチーフにし
た和歌山県PRキャラ
クター。

武蔵坊弁慶をモチーフ
として田辺市の魅力を
PRするキャラクター。

和歌山大学に住みつく
ネコをモチーフにした
マスコットキャラクター。

地域公共交通再生のシ
ンボル。和歌山電鐵貴
志川線のたま駅長代理。

画像提供：公益社団法人和歌山県観光連盟、アドベンチャーワールド、株式会社玉林園、和歌山県知事室広報課、田辺商工会議所、山東まちづくり会、和歌山電鐵株式会社
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